
【
今
月
の
表
紙
】

 

健
康
づ
く
り
は
そ
の
一
歩
か
ら
！

　

松
山
城
下
彼
岸
花
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催
！
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02 市報しぶし × 志布志市観光特産品協会  presents　「 グルメん ’ ｓ なび    ～ 発見！ 美
お い

味しぶし ～ 」

14 Ecology  Communication　「エコ通信」

15 ～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～　「 図書館へ行こう。」

16

18

保健・医療・健康に関する情報を発信！　「 Health up for Smile!   保健師・栄養士メモ 」

19

20 シリーズ お茶と健康「必見！お茶に秘められたパワーを探して！」

21

28

地域に伝わる伝統とアイデアをご紹介！　「 田舎のたしなみ。【秋】 」

29

シリーズ 国保「国民健康保険の財政は、危機的状況です！」

30

みんなが主役  交通安全　／　知っ得！年金インフォメーション

33 うぶごえ・おくやみ

34 市役所からの大事なお知らせ

38 見逃せない情報がいっぱい！　「 お知らせ  Information & Event 」

43 市長の想いをお届けします「市長コラム」

44 市内で開催されるイベントなどをご紹介！　「暮らしのカレンダー」

知ってる？ 消費生活相談　／　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

市民の皆さんの笑顔をご紹介！　「 市民のひろば 」

　

創
業
60
年
以
上
に
な
る
地
元
で
大
人
気
の
お
豆
腐
屋

さ
ん
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
味
の
ま
ろ
や
か
な
絶
品

豆
腐
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
20
年
ほ
ど
前
か
ら
販
売
を
始
め
た
「
味
付
け
揚

げ
ど
う
ふ
」
は
絶
品
。
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
内

の
港
湾
通
り
に
入
荷
す
る
と
毎
日
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る

ほ
ど
の
人
気
で
す
。
他
に
も
寄
せ
豆
腐
、
と
う
ふ
ド
ー

ナ
ツ
な
ど
人
気
の
商
品
が
い
っ
ぱ
い
。
二
代
目
が
守
る

伝
統
の
味
を
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

志布志の美味しいものに詳しい、

志武士ししまるくんがご紹介！

今月の「美味しぶし」は …
森元豆腐店

写真①： 森元豆腐店１番人気の「味付け
揚 げ ど う ふ（ 税 込 み 270 円 ）」。
ダシが染みた看板商品です。

写真②： 伝統の味を守る 2 代目の森元範
幸さん・君代さんご夫妻。

写真③： 早朝から始まるとうふ作り。に
がりを加えて固めたとうふを型
に流し、四角く固めます。

写真④： 型に流さない寄せ豆腐。甘みが
強いのが特徴です。

写真⑤： しっとりとした食感と優しい甘
さのとうふドーナツ。こちらも
大人気の一品です。

写真⑥： 60 年以上の歴史を持つ森元豆
腐店の原点、にがりとうふ。

～発見！ 美
お い

味しぶし～

市報しぶし × 志布志市観光特産品協会  presents

グルメん’ｓ なび

今月の読者プレゼント  
Gift for you …

　今月の読者

プ レ ゼ ン ト

は、今回ご紹

介した森元豆

腐 店 さ ん の

「森元豆腐自慢のセット」を５名の方に！

奮ってご応募ください！
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①

◆
困
っ
た
と
き
の
連
絡
先

●
休
日
当
番
医
は  

…  

17
ペ
ー
ジ

●
水
道
修
繕
当
番
店
は  

…  

41
ペ
ー
ジ

②

※ プレゼントの写真はイメージです。内容は季節など
によって変わることがあります。ご了承ください。

04 子育てについて学び、ともに成長します！「家庭教育学級」

今月号も様々な話題が盛りだくさん！「まちの話題」10

店舗紹介  Shop Data …

◆ 森元豆腐店

●住所：松山町新橋 46

tel：099-487-2957

●営業時間：10：00 ～ 18：30

●店休日： 年中無休

● HP（観光特産品協会ＨＰ）：http://sibusi-k-t.jp/shopping/shopping_sonota/1530.html/

③

④ ⑤ ⑥

と
う
ふ
は
も
ち
ろ
ん
、
と
う

ふ
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
、

全
部
美
味
し
い
で
ご
ざ
る
！

志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！「こころざし  ブランド通信」

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。「税の広場」

志布志市の風景写真と共に　文芸「 『志』・季・折・々 」

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう「もっと身近に！男女共同参画」

市教育委員会の外部評価を公表します

22

24

26

27
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家 庭教育学級
子育てについて学び、ともに成長します！ 子育てについて学び、

ともに成長します！

　

家
庭
教
育
学
級
は
市
内
の
全
小
・
中
学
校
21

校
と
希
望
す
る
幼
稚
園
・
保
育
園
13
園
の
計
34

校
・
園
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
学

級
は
「
家
庭
教
育
は
す
べ
て
の
教
育
の
原
点
で

あ
る
。
親
と
子
が
日
常
的
な
生
活
を
送
る
中
で
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
善
悪
の
判
断
等
を
身
に

付
け
さ
せ
、
思
い
や
り
の
心
や
感
動
す
る
心
な

ど
を
も
つ
、
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
目
指

し
て
保
護
者
が
共
に
学
習
す
る
も
の
と
す
る
」

と
い
う
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
各
学
校
や
園
に
お
い
て
、
保
護
者
が

家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
集
団
で
学
ぶ
場

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
教
育
学
級
で
は
学
校
や
園

な
ど
の
実
態
に
応
じ
た
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な
家
庭
教
育
学
級
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
小
・
中
学
校
の
取
組
の
様
子

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　松山小学校
　家庭教育学級

  学級長名：大迫俊秋・児玉真哉
 学級生数： 15１

★学級の目標・モットー

『子どもも、親も共に学ぶ家庭教育学級』

　

松
山
小
学
校
の
家
庭
教
育
学

級
は
、
一
年
生
の
保
護
者
を
対

象
に
年
間
を
通
じ
て
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
そ

ば
打
ち
体
験
活
動
」「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
様
々
な
活
動
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
相
談
で
き
な
い

疑
問
や
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
雰
囲
気
作
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
親
も
共

に
学
び
、
楽
し
い
学
校
生
活
を

子
ど
も
た
ち
が
送
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
座
の
様
子

　泰野小学校
　家庭教育学級

  学級長名：下原祐里
 学級生数： 10２

★学級の目標・モットー

『子育てについて共に悩み、語り、解決していける場の提供』

　

泰
野
小
学
校
の
家
庭
教
育
学

級
は
、
１
年
生
の
保
護
者
を
中

心
に
全
戸
数
対
象
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
子
ど
も
と
の

創
作
活
動
（
今
年
度
は
、
パ
ン

作
り
）、
絵
本
作
り
、
研
修
視
察
、

給
食
試
食
会
な
ど
で
す
。

　

豊
富
な
活
動
を
と
お
し
て
、

た
く
さ
ん
の
保
護
者
と
子
育
て

に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
悩
み

を
相
談
す
る
な
ど
し
て
、
今
後

に
活
か
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 「
親
子
絵
本
作
り
」
の

様
子

　尾野見小学校
　家庭教育学級

  学級長名：増田理恵
 学級生数： 47３

★学級の目標・モットー

『子どものよりよい成長のために、親としてできることをしていこう』

　

尾
野
見
小
学
校
で
は
、
全
Ｐ

会
員
が
家
庭
教
育
学
級
生
と
お

や
じ
学
級
生
と
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
学
級
は

一
年
生
の
保
護
者
を
中
心
に
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
で
も
誰
で

も
都
合
の
つ
く
時
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
全
Ｐ
会
員
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
辻
井

い
つ
子
さ
ん
の
講
演
会
も
活
動

に
い
れ
て
、
学
校
だ
け
で
な
く
、

講
演
会
に
で
か
け
る
活
動
も
取

り
入
れ
て
み
ま
し
た
。
講
演
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
保
護
者
に

も
参
加
し
た
方
の
感
想
を
「
家

庭
教
育
学
級
便
り
」
と
し
て
配

布
し
ま
し
た
。
今
後
は
他
校
の

家
庭
教
育
学
級
の
活
動
も
聞
き

な
が
ら
よ
り
よ
い
学
級
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

【
写
真
】： 

市
Ｐ
連
母
親
研
修
会
で

学
ん
だ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
を
家
庭
教
育
学
級

で
も
、
実
施
し
ま
し
た
。

　志布志小学校
　家庭教育学級

  学級長名：佐野真由美・有川真理恵
 学級生数： 29４

★学級の目標・モットー
『 家族関係や家庭教育の大切さについて学び、具体的な活

動を通してふれあうことで、健全な子どもの育成を図る』

　

志
布
志
小
学
校
は
、
児
童
数

３
７
２
名
で
創
立
１
４
３
年
の

歴
史
あ
る
学
校
で
す
。

　

家
庭
教
育
学
級
で
は
、
講
話

等
を
聞
い
て
家
庭
や
家
族
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
考
え
る
活
動

や
、
歩
こ
う
会
・
豚
汁
作
り
な

ど
親
子
で
ふ
れ
あ
う
活
動
を
通

し
て
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
等

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

親
同
士
の
交
流
も
あ
り
子
育

て
に
つ
い
て
の
悩
み
を
語
り
合

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
写
真
】：
豚
汁
作
り
の
様
子

　香月小学校
　家庭教育学級

  学級長名：久保園千秋
 学級生数： 35５

★学級の目標・モットー

『 楽しく学び、学んだことを日々の生活に生かしていこう』

　

香
月
小
家
庭
教
育
学
級
は
、

保
護
者
が
集
い
、
子
育
て
の
教

養
を
高
め
る
こ
と
、
保
護
者
同

士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
、
自
分

た
ち
で
話
し
合
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
計

画
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
に
学
級
生
で

作
品
を
作
っ
て
参
加
し
た
り
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
講
話
を
聞

い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
通
し
て
学
び
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
へ
の
参

加

　潤ヶ野小学校
　家庭教育学級

  学級長名：池田勝良
 学級生数： 23６

★学級の目標・モットー
『 保護者が楽しく参加しながら教育力の向上が図れる

ような活動の実施』

　

潤
ケ
野
小
学
校
は
、
志
布
志

市
の
東
部
に
位
置
し
、
自
然
が

豊
か
な
環
境
の
中
で
15
名
の
児

童
が
元
気
よ
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

本
校
の
家
庭
教
育
学
級
で
は
、

保
護
者
の
家
庭
に
お
け
る
教
育

力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
朝
食
づ

く
り
や
チ
ラ
シ
等
を
活
用
し
た

メ
モ
帳
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
の
活
動
も
取
り
入
れ

て
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に

も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

手
作
り
手
帳
作
成
後
の

記
念
撮
影

家庭教育学級
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家 庭教育学級
子育てについて学び、ともに成長します！

　安楽小学校
　家庭教育学級

  学級長名：三浦志保
 学級生数： 27７

★学級の目標・モットー
『 地域や学校と連携して家庭教育の充実を図り、保護者同士

の親睦を深めていくようにする』

 

安
楽
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

は
、
１
年
生
の
保
護
者
を
中
心

に
、
参
加
で
き
る
方
が
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
内
容
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

● 

毎
月
第
２
木
曜
日
の
朝
の
読

み
聞
か
せ

● 

夏
休
み
の
施
設
訪
問
（
今
年

度
は
消
防
署
見
学
）

●
各
種
教
育
講
演
会
へ
の
参
加

●
親
子
そ
ば
う
ち
体
験

【
写
真
】： 

親
子
そ
ば
う
ち
体
験

の
様
子

　田之浦小学校
　家庭教育学級

  学級長名：山中真一
 学級生数： ４８

★学級の目標・モットー
『 「やさしく　かしこく　たくましい子」を育てる

ために、一致団結！』

　

田
之
浦
小
学
校
は
非
常
に
少

な
い
人
数
の
小
規
模
校
で
す
。

そ
の
た
め
、
校
区
の
方
々
の
協

力
で
行
事
等
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
校
区
と
小
学
校
が
一
体

と
な
る
運
動
会
や
校
区
文
化
祭

な
ど
、
様
々
な
活
動
を
校
区
の

皆
様
の
協
力
に
よ
り
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
田
之
浦
校
区
に
伝
わ

る
伝
統
行
事
『
神
楽
』
へ
の
参

加
も
積
極
的
に
行
い
、
校
区
と

小
学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
行
事

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

子
ど
も
神
楽
『
岩
戸

潜
り
舞
』
の
様
子

　森山小学校
　家庭教育学級

  学級長名：片野奈緒子
 学級生数： 18９

★学級の目標・モットー
●しつけ（早起き早寝朝ご飯等）をきちんとし、汗を流す。
●会話を大切にし、居場所づくりや家庭学習の見届けをする。
●ＰＴＡ活動や地域活動に参加し、自己向上を図る。

　

森
山
小
学
校
は
児
童
数
14
名
、

Ｐ
戸
数
10
戸
の
極
小
規
模
校
で

す
。

　
「
小
さ
な
学
校
、
み
ん
な
が
主

役
」
を
合
い
言
葉
に
学
校
行
事

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
・
子
ど
も
会
・

家
庭
教
育
学
級
の
行
事
等
に
ほ

と
ん
ど
参
加
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
学
習
計
画
で
は
、

落
語
鑑
賞
・
救
命
法
や
家
庭
学

習
の
さ
せ
方
や
子
育
て
を
学
ん

だ
り
、
親
子
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
調
理
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。

【
写
真
】： 

消
防
署
の
方
か
ら
救

急
救
命
法
を
学
ん
で

い
る
様
子

　伊﨑田小学校
　家庭教育学級

  学級長名：南川和也
 学級生数： 12

　

伊
﨑
田
小
学
校
家
庭
教
育
学

級
は
、
１
年
生
保
護
者
12
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

１
年
生
の
保
護
者
は
不
安
な
こ

と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
年
間
で

多
彩
な
学
習
内
容
を
計
画
し
、

子
育
て
や
家
庭
の
教
育
に
つ
い

て
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
、
共

に
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
保
護
者
と
栄
養

士
の
先
生
を
給
食
に
招
き
、
１

年
生
と
一
緒
に
食
べ
た
後
、
栄

養
士
の
先
生
に
講
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
写
真
】： 

保
護
者
と
栄
養
士
が

一
緒
に
給
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

★学級の目標・モットー
『 親自身が自分らしい生き方を探っていくために自己研修に励む。

そしてみんなの思いが「やまびこ」のように響き合うために！』

　蓬原小学校
　家庭教育学級

  学級長名：円福久美
 学級生数： 12

　

蓬
原
小
学
校
の
家
庭
教
育
学

級
は
、
入
学
し
た
我
が
子
と
一

緒
に
学
ぶ
１
年
間
に
し
よ
う
と
、

１
年
生
保
護
者
が
学
級
生
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
給
食
試
食
会
や

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
ラ
ン

チ
等
の
活
動
を
通
し
て
、
食
育

を
テ
ー
マ
に
学
習
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　

６
月
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
さ

ん
の
御
協
力
で
、
簡
単
な
お
や

つ
作
り
に
親
子
で
挑
戦
し
ま
し

た
。
今
後
も
全
員
参
加
で
頑
張

り
ま
す
。

【
写
真
】： 

親
子
で
簡
単
な
お
や

つ
作
り

★学級の目標・モットー
『 学級生の、学級生による、学級生のための家庭教育学級』

　野神小学校
　家庭教育学級

  学級長名：東 正二
 学級生数： 16

　

野
神
小
学
校
は
、
本
年
度

１
０
２
名
の
児
童
、
Ｐ
戸
数
68

戸
で
す
。

　

家
庭
教
育
学
級
は
、
１
年
生

の
保
護
者
16
名
及
び
担
任
、
教

頭
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
８
回
の
計
画
で
、
心
肺
蘇

生
法
講
習
や
人
権
教
育
な
ど
た

く
さ
ん
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
に
行
っ
た
親

子
ふ
れ
あ
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

は
、
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か

す
こ
と
で
体
力
向
上
と
ス
ト
レ

ス
解
消
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

【
写
真
】： 

親
子
ふ
れ
あ
い
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
様
子

★学級の目標・モットー
『 思いやりの心や感動する心などをもつ、心豊か

な子どもの育成』

　有明小学校
　家庭教育学級

  学級長名：稲付一子
 学級生数： 29

　

有
明
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

は
、
１
年
生
の
保
護
者
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

家
庭
生
活
や
社
会
状
況
の
変
化

に
伴
い
、
家
庭
の
教
育
機
能
や

こ
れ
を
支
え
る
地
域
の
教
育
力

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
育
て
る
親
の
役
割
を

十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

親
が
そ
の
意
義
や
重
要
性
を
認

識
し
、
常
に
学
び
続
け
る
姿
勢

を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
給
食
試
食

会
、
読
み
聞
か
せ
、
携
帯
ス
マ
ホ

に
関
す
る
講
演
会
、
親
子
で
の
制

作
活
動
「
貝
殻
ア
ー
ト
」、
施
設
見

学
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
『
か
み
ふ
う
せ
ん
』

の
方
々
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
の
様
子

★学級の目標・モットー
『 子どもとともに学び続ける家庭教育学級』

　通山小学校
　家庭教育学級

  学級長名：岩田育代
 学級生数： 33

　

通
山
小
学
校
の
家
庭
教
育
学

級
は
、
主
に
１
年
生
の
保
護
者

を
対
象
に
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
全
保

護
者
へ
も
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

学
級
長
さ
ん
を
中
心
に
、
み

な
さ
ん
多
方
面
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
仕
入
れ
て
き
て
、
毎

年
、
多
種
多
様
な
内
容
で
学
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
習

会
に
参
加
す
る
毎
に
、
保
護
者

間
の
交
流
も
図
ら
れ
、
子
育
て

に
関
す
る
良
い
情
報
交
換
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

親
子
で
本
の
読
み
聞

か
せ
体
験

★学級の目標・モットー
『 家庭教育学級に積極的に参加し、家庭教育に対する理解を

深めるとともに、学習したことを家庭や地域で実践する』
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家 庭教育学級
子育てについて学び、ともに成長します！

　原田小学校
　家庭教育学級

  学級長名：山内美貴子
 学級生数： 14

　

原
田
小
学
校
は
、
少
し
ず
つ

で
す
が
児
童
数
が
増
え
て
、
昨

年
度
か
ら
複
式
学
級
が
解
消
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
１
年
生
は
、
14
人

で
す
。
原
田
小
学
校
家
庭
教
育

学
級
で
は
、
１
年
生
保
護
者
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
の
試
食
を
し
た
り
、
栄

養
教
諭
の
話
を
聞
い
た
り
、
歯

科
衛
生
士
や
歯
医
者
さ
ん
の
お

話
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

【
写
真
】： 

歯
科
指
導
の
様
子

★学級の目標・モットー
『 子どものために学び続ける親でありたい。ＰＴＡや家庭

教育学級・行事等には積極的に参加するよう努力したい』

　山重小学校
　家庭教育学級

  学級長名：澤津大樹
 学級生数： 56

　

山
重
小
学
校
に
こ
に
こ
学
級

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部
員
を
中
心

に
１
、２
年
生
の
保
護
者
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
戸
数
の
減
少
等
も
あ
り
、

全
戸
数
参
加
で
き
る
よ
う
に
日

程
の
調
整
や
子
ど
も
た
ち
の
参

加
も
考
慮
し
、
内
容
を
決
定
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
開
級
式
は
、
市
役
所

企
画
政
策
課
に
講
師
を
依
頼
し
、

「
○
○
ら
し
く
」
と
人
権
同
和
教

育
に
つ
い
て
親
子
で
学
び
ま
し

た
。

【
写
真
】： 「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

と
は
？
人
権
同
和
教

育
の
様
子

★学級の目標・モットー
『 「参加してよかった！」と言える、楽しく充実し

た活動をめざしています』

　松山中学校
　家庭教育学級

  学級長名：津曲照美
 学級生数：10817

　

松
山
中
学
校
は
、
現
在
、

生
徒
数
１
１
８
名
、
Ｐ
戸
数

１
０
６
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
教
育
学
級
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
全
保
護
者
が
家

庭
教
育
学
級
生
と
な
り
、
様
々

な
行
事
に
各
専
門
部
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
に
、
市
Ｐ
連
煮
し

め
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
の
た
め
の

料
理
教
室
を
実
施
し
、
郷
土
料

理
を
通
し
て
家
庭
の
あ
り
方
を

学
び
ま
し
た
。

【
写
真
】： 

煮
し
め
料
理
教
室
の

様
子

★学級の目標・モットー
『 家庭教育の充実を図るために、全員で研修を推進し、

資質の向上に努めるとともに、連携と親睦を深める』

　志布志中学校
　家庭教育学級

  学級長名：藤後美香
 学級生数： 2018

　

昨
年
度
の
活
動
内
容
で
す
が
、

高
校
視
察
は
鹿
児
島
城
西
高
校

と
樟
南
高
校
で
、
ど
ち
ら
も
素

晴
ら
し
い
学
校
で
し
た
。
料
理

講
習
で
は
皆
で
賑
や
か
に
美
味

し
い
料
理
を
作
り
、
特
に
豚
汁

作
り
で
は
保
護
者
と
バ
レ
ー
部

の
お
か
げ
で
大
鍋
５
個
も
の
豚

汁
が
で
き
ま
し
た
。
講
演
会
に

は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
先

生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
ビ
ー
ズ
で
素
敵
な
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
作
り
、
最
後
は
お
花
で

写
真
立
て
を
作
り
ま
し
た
。

【
写
真
】： 「
高
校
研
修
視
察
」

の
様
子

★学級の目標・モットー
『 多くの保護者に興味を持ってもらえる活動を目指し

ています。ぜひお誘い合わせの上、御参加ください』

　有明中学校
　家庭教育学級

  学級長名：櫻井 登
 学級生数： 4619

　

本
校
の
家
庭
教
育
学
級
は
、

第
１
学
年
の
保
護
者
を
学
級
生

と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
成

長
す
る
た
め
に
、
進
路
親
子
学

習
会
、保
健
教
室
（
心
肺
蘇
生
法
、

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
歯
・

口
の
健
康
づ
く
り
等
）、
薬
物
乱

用
防
止
教
室
、
上
級
学
校
へ
の

研
修
視
察
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

修
の
機
会
を
設
け
て
学
習
し
て

い
ま
す
。

【
写
真
】： 「
心
肺
蘇
生
法
の
実
技

講
習
」
の
様
子

★学級の目標・モットー
『 子どもたちの健全な成長と幸せを願い、家庭教育

学級をとおして保護者も常に学び成長していく』

　宇都中学校
　家庭教育学級

  学級長名：田中幸司
 学級生数： 4220

　

宇
都
中
学
校
で
は
、
１
年
生

の
保
護
者
を
対
象
に
家
庭
教
育

学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

進
路
学
習
や
子
ど
も
の
健
康

問
題
、
正
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ス
マ
ホ
・
携
帯
電
話
の
利

用
の
仕
方
等
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
視
察
で
の
高
校

見
学
会
の
実
施
、
給
食
試
食
会

へ
の
参
加
、
子
ど
も
た
ち
の
学

校
で
の
様
子
な
ど
を
参
観
し
て

い
ま
す
。

【
写
真
】： 「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研

修
会
」
の
様
子

★学級の目標・モットー
『 子どもたちのため、親もがんばろう』

　伊﨑田中学校
　家庭教育学級

  学級長名：高橋　勉
 学級生数： 4321

　

伊
﨑
田
中
学
校
家
庭
教
育
学

級
は
、
伊
﨑
田
中
学
校
の
保
護

者
の
学
級
で
す
。

　

現
在
、
43
名
の
保
護
者
で
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
年
度
ご
と
に
考
え
、
学

習
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
進
路
の
こ
と

や
、
道
徳
心
を
育
て
る
た
め
の

人
権
同
和
教
育
、
食
育
の
大
切

さ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら

学
習
を
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
】： 

食
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
お
弁
当
を
親
子

で
作
り
、
食
育
の
大

切
さ
を
学
ぶ
。

★学級の目標・モットー
『 地域で盛り上げ、保護者で盛り上げ、生き生き

とした伊﨑田中学校を支えよう』

　

志
布
志
市
で
は
、
平
成
18
年
に
制
定

さ
れ
た
教
育
基
本
法
の
趣
旨
（
保
護
者
は

子
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を

有
す
る
な
ど
の
家
庭
教
育
に
関
す
る
項

目
が
追
加
）
を
受
け
、
各
学
校
等
に
家
庭

教
育
学
級
を
開
設
す
る
た
め
の
条
件
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
各
家
庭
に
は
「
家

庭
教
育
・
子
育
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
等

の
資
料
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
家
庭

教
育
の
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
は
、教
育
の
原
点
で
あ
り
、

全
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
親

が
人
生
最
初
の
教
師
で
あ
る
と
も
言
え

ま
す
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
豊
か
な
情

操
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、
善
悪

の
判
断
な
ど
の
基
本
的
な
倫
理
観
、
自

立
心
、
自
制
心
な
ど
は
、
愛
情
に
よ
る

絆
で
結
ば
れ
た
家
族
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
、
家
庭
で
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
と
も
家

庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
学
級
の
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。



ＳＬを綺麗にしました
志布志町ＳＬ保存会の皆さんが、志布志市鉄道公
園に保存されているＳＬの清掃を行いました。

充実のホームステイ in アメリカ

　７月から８月の間、高校生はシアトル市へ１か月、

中学生はカリフォルニア州へ３週間、ホームステイ

をしながら語学研修と異文化体験活動を行いました。

　研修生は、「海外研修では多くの人に積極的に話

しかけることができた。将来に向けさらに英語力を

伸ばせるよう努力したい」と抱負を語りました。

市青少年研修事業に参加した高校生４名と中学生
５名が、帰国式でその成果を発表しました。

災害時の協力体制を確認しました

　災害による津波等で使用不能になる可能性が高い

合庁内の志布志海上保安署が、被災後も業務継続の

ために志布志支所の一部を事務所として使用するこ

とについての協定を、９月１日に市と締結しました。

　今回のような締結については鹿児島県内では初め

て、第十管区海上保安部管内でも３例目です。

志布志海上保安署と市が、災害時における仮事務
所施設利用に関する協定を締結しました。

　９月２日、同保存会は製造から今年で 75 周年を

迎えるＳＬの清掃を行い、旧国鉄時代からこのＳＬ

に関わってきた保存会の会員 16 人が参加しました。

　年に 6 回のＳＬ清掃を続けている同保存会の皆

さんは昔話に花を咲かせながら、現役でＳＬが走っ

ていたときと同様に、心を込めて磨き上げました。

後輩たちのために役立てます！

　８月 20 日、有明中学校校長室において、８月

16 日に実施された還暦同窓会で「志の箱」に集まっ

た寄附金を牧原校長に手渡しました。

　これは還暦同窓会に出席した昭和 45 年３月の卒

業生 44 名が、学校のために使って欲しいと寄附し

たもので、図書の購入に活用される予定です。

有明中学校の卒業生が還暦同窓会を行い、集まっ
た志（寄附金）約３万円を母校に贈呈しました。

内之倉郵便局が日本一に！

　９月１日、全国同規模の郵便局で競われる営業成

績において、日本一に輝いた内之倉郵便局の田浦天

志局長がその報告に市長を表敬しました。

　同郵便局は昨年、一昨年と２位でしたが、ついに

念願の日本一を達成。田浦局長は「社員３人で力を

合わせた結果」と喜びを話されました。

内之倉郵便局が 2013 年度の総合営業成績で全国最
高賞の複数商品表彰第１位を獲得しました！
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まちの

話 題しぶし TOPICS

生活の知恵を学びました

　８月 23 日、市生活研究グループが作業や調理の

際にあると便利な帽子「てんてん帽」の作り方教室

を開催し、10 人の方が参加しました。

　ミシンを使って上手に仕上げた参加者からは「市

報を見ただけでは分からなかった細かい部分のコツ

が聞けて良かった」と話しました。

市生活研究グループが便利な「てんてん帽」の作
り方教室を開催しました。

柔道をしっかり学びました
鹿児島県地方青少年柔道錬成大会が開催され、一
流の講師陣が市内外の生徒・児童を指導しました。

　８月 23 日と 24 日の 2 日間、同錬成大会が開催

され、地元のスポーツ少年団や県内の高校などから

多くの生徒・児童が参加しました。

　一流の講師陣が参加した今回の練成大会は、柔道

への正しい理解、心身の鍛錬、そして活力に満ちた

健全な青少年の育成などを目的に行われました。

海浜活動研修を行いました

　８月 24 日大隅青少年自然の家でジュニアリー

ダークラブが海釣りやいかだ作り体験をしました。

　参加した生徒は「いかだはみんなの息を合わせて

漕がないと、全然進まないどころか風に流されて大

変」と感想を話し、協力することの大切さを学んだ

研修となりました。

大隅青少年自然の家でジュニアリーダークラブが
海浜活動研修を行いました。



まちの

話 題しぶし TOPICS

いつまでもお元気で！

　市では、９月１日現在、65 才以上の方 10,376

人が生活されています。これは、総人口の 31.26％

で、100 歳以上の方は 44 人いらっしゃいます。

　市の発展の基礎を創られた高齢者の皆様に、感謝

の気持ちをお伝えするとともに、ますますお元気で、

長生きをしていただきたいと思います。

市内の最高齢の方と白寿の方を市長・議長・社会
福祉協議会会長が訪問し、長寿を祝いました。

全国大会で素晴しい成績でした
南大隅高校 2 年の内村風羽香さん（志布志中出身）が
自転車競技の全国大会で素晴しい成績を収めました。

　８月 24 日～ 26 日に和歌山県で開催された第 49 回

全国都道府県対抗自転車競技選手権大会に鹿児島県代

表として出場した内村さんは、チームスプリントで 3

位、ポイントレースで 4 位という好成績を収めました。

　内村さんは「もっと練習して、これからもいい成績

を残していきたいです」と話してくれました。

バリアフリーツアー開催！

　９月 11 日、特定医療法人左右会そお地区障がい者

相談支援センターと市社会福祉協議会が主催のバリ

アフリーツアーがダグリ岬公園海水浴場で開催され、

車いすを利用される方など約 30 人が参加しました。

　参加した人は「波打ち際まで行くことが出来て感

動した。とても嬉しかった」と話していました。

砂浜でも走行可能な車いす「ランディーズ」を体験。
砂浜と水辺散策を楽しみました。

交通事故のない社会を目指して

　9 月 25 日、市内の国道 220 号線沿いと県道 110

号線沿いで交通安全推進のための 1000 人街頭立哨

パレードが行われました。

　同パレードは毎年秋の全国交通安全運動期間中に

行われ、志布志警察署の白バイを先頭に交通事故な

くし隊や青パト隊などが盛大にパレードしました。

1000 人街頭立哨パレードが開催され、市内各地で
広く交通安全啓発が行われました。

安心・安全な地域社会をめざして
地域住民の幅広い生活課題に対応すべく、あんしん・
安全ネットワークセミナーが開催されました。

普通救命講習が開催されました

　9 月 25 日、市農村環境改善センターで開催され

た普通救命講習に市女性消防隊の皆さんが参加、心

臓マッサージや AED の使い方などを学びました。

　市女性消防隊は、地域の安全・安心を女性の目線

で守り、火災予防の啓発などを主な活動内容として、

今年７月に新たに発足しました。

今年度新たに結成された、志布志市女性消防隊の
皆さんが普通救命講習を受講しました。

日頃の練習の成果を発揮！

　８月 24 日、鹿児島市で開催された第 12 回南九

州空手道選手権大会に沖縄空手正会館志布志少年部

が出場し、7 名入賞という好成績を収めました。

　中学男子上級の部（組手）で優勝した志布志中 3

年の荻原仁さんは「初めての優勝で嬉しかった。今

後も黒帯を目指して頑張りたい」と話しました。

空手の大会において、沖縄空手正会館志布志少年
部の児童が素晴らしい成績を収めました。

グラウンドゴルフで日本一

　９月６日、７日に大阪府堺市で開催された同大会

で、小野四郎さん（所属チーム：有明フレンド）が

見事に優勝、1,728 人の頂点に輝きました。

　グラウンドゴルフを始めて 2 年半の小野さんは

「これほど仲間が増える競技はない。今後も練習し

て、熟練の技を身につけたい」と話されていました。

第 27 回グラウンド・ゴルフ交歓大阪府大会で有明
町の小野四郎さんが優勝しました。

　９月 26 日、市文化会館で支援を必要とする地域

住民への見守りや安否確認、サロン活動等に携わる

方を対象にした同セミナーが開催されました。

　パネルディスカッションでは上門自治会の見守り

協力員である西坂光子さんが、パネリストとして地

域での活動事例を発表するなどしました。
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本市出身の内村風羽香さん（写真左）



図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

◆
「
岳
飛
伝
10   

天
雷
の
章
」    

著
：
北
方 

謙
三

　

南
宋
軍
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
水
軍
が
梁
山

泊
水
軍
と
交
戦
。
梁
山
泊
も
打
撃
を
受
け
る
が
、

南
宋
の
造
船
所
を
焼
く
な
ど
反
撃
す
る
。
南
で
は

辛
晃
が
岳
飛
を
狙
う
が
、
岳
飛
は
秦
容
と
共
同
戦

線
を
模
索
し
…
。

今
月
の
新
刊

◆
「 

阿
蘭
陀
西
鶴
」  　

    

著
：
朝
井 

ま
か
て

　
「
ほ
ん
ま
、
は
た
迷
惑
な
お
父
は
ん
や
」 

若
く

し
て
妻
を
亡
く
し
、
娘
と
大
坂
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

創
作
に
打
ち
込
ん
だ
井
原
西
鶴
は
、
人
間
大
好
き
、

世
間
に
興
味
津
々
、
数
多
の
騒
動
を
引
き
起
こ
す

―
。
娯
楽
小
説
の
祖
・
西
鶴
の
人
生
を
描
く
。

児 

童
■
「
す
す
め
！
き
ゅ
う
じ
ょ
た
い
」 

文
：
竹
下 

文
子
／
絵
：
鈴
木 

ま
も
る

■
「
ユ
キ
コ
ち
ゃ
ん
の
し
か
え
し
」 

作
：
星 

新
一
／
絵
：
ひ
が
し 

ち
か
ら

■
「
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂
３
」 

作
：
廣
嶋 

玲
子
／
絵
：
ｊ
ｙ
ａ
ｊ
ｙ
ａ

一 

般
■
「
笹
の
舟
で
海
を
わ
た
る
」 

　

著
：
角
田 

光
代

■
「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
パ
レ
ー
ド
」  

　

著
：
小
路 

幸
也

■
「
い
つ
か
、
あ
な
た
も
」  

　

著
：
久
坂
部 

羊

　

読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

芸
術
の
秋
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
お
過

ご
し
で
す
か
？ 

秋
の
夜
長
に
お
す
す
め
の

本
を
用
意
し
ま
し
た
。

※ 

そ
の
他
、テ
ー
マ
図
書
と
し
て「
長
谷
川
義

史
の
絵
本
」
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

「 秋まんさい 」 図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

休館日のお知らせ…
 【10 月】14 日、15日、20日、27日
 【11 月】 ４日、10日、17日、19日、25日

Information

エコ通信
Ecology

Communication

　

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
。
３
Ｒ
と

は
、
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
発

生
抑
制
）・
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
：

再
使
用
）・
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ

ク
ル
：
再
生
利
用
）
の
こ
と
を
い
い
、
こ

の
３
Ｒ
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
る

た
め
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し

豊
か
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
処
理
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
廃
棄

物
を
生
み
出
し
、
ご
み
埋
立
処
分
場
が
不

足
し
た
り
、
石
油
な
ど
の
貴
重
な
資
源
の

枯
渇
も
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
二
酸
化

炭
素
の
増
加
に
よ
る
地
球
温
暖
化
問
題
も
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
送
っ
た
結
果
、
生
じ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
「
使
い
捨
て
型
社
会
」
か

ら
脱
し
、「
循
環
型
社
会
」
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
循
環
型
社
会
の
形

成
の
た
め
、
私
た
ち
が
出
来
る
身
近
な
取

り
組
み
が
「
３
Ｒ
」
で
す
。

　

第
一
に
、
物
を
大
切
に
長
く
使
い
ご
み

に
な
る
も
の
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
（
リ

デ
ュ
ー
ス
：
発
生
抑
制
）。

　

次
に
、
繰
り
返
し
使
え
る
マ
イ
箸
や
マ

イ
ポ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
（
リ

ユ
ー
ス
：
再
使
用
）。

　

最
後
に
、
使
用
し
た
も
の
は
分
別
し
て

再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
ま
た
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
使
い
ま
し
ょ
う

（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
生
利
用
）。

　

ま
た
日
頃
の
買
い
物
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
す
る
、
過
剰
包
装
を
避
け
る
、
詰

め
替
え
商
品
を
選
ぶ
等
の
行
動
を
心
掛
け
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

　

国
内
全
体
で
容
器
包
装
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
合
理
的
・
効
率
的
に
進
め
ら
れ
、

想
定
よ
り
も
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
が
少
な
く

済
ん
だ
時
に
は
、
そ
の
少
な
く
済
ん
だ
分

の
う
ち
半
分
が
市
町
村
へ
支
払
わ
れ
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
品
質
」
基
準

と
「
低
減
額
」
貢
献
度
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
る
資
金
を「
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
」

と
い
い
、
平
成
25
年
度
分
は
次
の
と
お
り

市
に
歳
入
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
「
品
質
」
基
準
に
基
づ
く
分
配
額
：

　
【
１
０
６
万
９
９
１
円
】

◆
「
低
減
額
」
貢
献
度
に
基
づ
く
分
配
額
：

【
76
万
４
０
９
０
円
】

◆ 

計（
合
理
化
拠
出
金
額
）

【
１
８
２
万
５
０
８
１
円
】

～ 10月は、３Ｒ推進月間です ～

本庁 市民環境課 環境政策室　℡：474 - 1111（内線 131 ～ 136）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

循環型社会の形成に向けた
取り組みを推進します！

３
Ｒ
推
進
月
間

おはなし会へ出かけよう！
10 月・11月

本館
10時30分～

 10 月 11 日、18 日、25 日
 11 月１日、８日、15 日

志布志分館
10時30分～

 10 月 25 日

香月分館
10時30分～  10 月 25 日

安楽分館
10時30分～  11 月 15 日

松山分館
14時～  10 月 25 日

有明分館
10時～  10 月 18 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」午後３時～　
　10 月 19 日（日）、25 日（日）

※ 内容は「14 ひきのシリーズ」「おばけのハロウィン」など。

◆志布志市芸術文化振興会プレゼンツ
「長谷川義史絵本ライブ ♪」を開催します！

　11 月３日（月・祝）午前 10 時 30 分から「天国のおとうちゃん」「いいから

いいから」でおなじみの絵本作家 長谷川義史さんのおはなし会を開催します。

入場整理券は図書館本館で発行しています。定員になり次第、締め切ります。

◆ブックマーケットを開催します！

　11 月２日（日・午前 10 時開店）にブックマーケットを開催します。引換券を

11月１日まで本の貸出の時に配布します。券１枚につき、雑誌や本と交換できます。

◆読書感想文・感想画コンクールの作品を募集します！

　10 月 28 日から 11 月９日まで読書週間となっています。図書館では、11 月

21 日（金）まで幼児から小中高生、一般を対象に読書感想文・感想画コンクー

ルの作品を募集します。詳しくは幼稚園、保育園、保育所、小中高校に配布し

てある募集要項か、図書館のホームページをご覧ください。皆様の多数の応募

をお待ちしています。

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお

気軽にお問い合わせください。
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平
成
25
年
度
分
再
商
品
化
合
理

化
拠
出
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た

この拠出金制度は、出された資源ごみが「きれい」「少ない」ことが、高額分配となります。市民の皆さん

に資源ごみの分別排出に協力していただいた結果、県内の自治体では最も高額の拠出金額が分配されまし

た。今後とも分別排出にご協力いただきますようよろしくお願いします。

３
Ｒ
活
動
の
例

な
ぜ
、
３
Ｒ
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
？



 

乳
が
ん
と
は
、
乳
房
の
中
の
母
乳
を

作
る
と
こ
ろ
や
母
乳
を
乳
首
ま
で
運
ぶ

管
か
ら
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
で
す
。

　

女
性
の
が
ん
と
し
て
は
、
子
宮
が
ん

の
死
亡
率
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

乳
が
ん
の
発
生
率
、
死
亡
率
は
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
女
性
の
が
ん
死
亡
率

の
第
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん

の
発
生
は
20
歳
過
ぎ
か
ら
認
め
ら
れ
、

30
歳
代
で
は
さ
ら
に
増
加
、
40
歳
代
か

ら
50
歳
代
が
ピ
ー
ク
で
近
年
は
14
人
に

１
人
の
女
性
が
乳
が
ん
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
原
因
は
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
危
険
因
子
と
し
て
は
、
食
生

活
の
欧
米
化
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
環
境
の

変
化
（
早
い
初
潮
年
齢
、
遅
い
初
産
年

齢
、
少
な
い
出
産
数
）、
家
族
歴
、
が

ん
抑
制
遺
伝
子
の
異
変
、
閉
経
後
の
肥

満
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
一
番
か
か
り
や
す
い
が
ん

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
怖
が
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
す

れ
ば
死
に
至
ら
な
い
が
ん
で
も
あ
る
の

で
す
。
ま
た
、
乳
房
を
触
る
こ
と
で
、

自
分
で
発
見
で
き
る
と
い
う
大
き
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
月
１
回
の
自
己
検
診

を
行
う
こ
と
、
定
期
的
な
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
志
布
志
市
の
近
年
の
受

診
率
は
23
・
２
％
で
全
国
平
均
並
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
は
、

先
進
国
の
中
で
は
低
い
受
診
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
乳
が
ん
検
診
は
志
布
志
地

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 

～
10
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す 

～

　
　

乳
が
ん
検
診
へ
行
こ
う
！

 １歳児歯科相談【９：30 ～ 10：00 受付】

 10 月 10 日（金）：健康ふれあいプラザ
 10 月 21 日（火）：やっちくふれあいセンター
 10 月 29 日（水）：宇都鼻農村研修センター

 １歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 10 月 15 日（水）：健康ふれあいプラザ
 11 月 19 日（水）：健康ふれあいプラザ

 ３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 10 月 24 日（金）：健康ふれあいプラザ

 ２歳６か月児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

 10 月 23 日（木）：農村環境改善センター

 乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 11 月 13 日（木）：健康ふれあいプラザ

 両親学級【９：20 ～９：30 受付】

 11 月５日（水）：健康ふれあいプラザ

 ５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】　

 10 月 28 日（火）：健康ふれあいプラザ
 11 月 11 日（火）：健康ふれあいプラザ

 育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

 11 月７日（金）：健康ふれあいプラザ

 育児相談【10：30 ～ 12：00 受付】

 10 月 10 日（金）：健康ふれあいプラザ
 10 月 21 日（火）：やっちくふれあいセンター
 10 月 29 日（水）：宇都鼻農村研修センター
 11 月７日（金）：健康ふれあいプラザ

志布志市健康カレンダー（10月・11月）
健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

✚ 10 月・11 月の日曜・祝日当番医 ✚

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

10 月

２日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

３日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

９日 大山病院 （内科・外科） ℡472-1400

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

16 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

藤後クリニック （内科） ℡472-1237

23 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

母子手帳の交付日は…
● 本庁　　　　：第２・第４水曜日の午前
● 松山支所　　：第１・第３水曜日の午後
● 志布志支所　：毎週月曜日の午前

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）問

11 月

増
え
て
い
る
乳
が
ん

女
性
の
が
ん
死
亡
率
の
第
１
位
！

ま
だ
ま
だ
低
い
乳
が
ん
検
診
受
診
率

今月お話しするのは…

保健師の渡邉です！

12日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

13 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

19 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

26 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212
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自
分
で
発
見
で
き
る
唯
一
の
が
ん

～ 

月
１
回
の
自
己
検
診
を 

～

区
が
対
象
で
、
平
成
27
年
２
月
23
日
か

ら
27
日
ま
で
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

行
い
ま
す
。
昨
年
受
診
し
て
い
な
い
松

山
、
有
明
地
区
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
現
在
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

乳がんの自己検診（セルフチェック）方法

●閉経前の方：月経終了後、１週間以内の乳房のもっとも柔らかい時期に行いましょう。

●閉経後の方：毎月１回、日を決めて行いましょう。

《方法》

① 鏡に向かって両手を下げたまま左右の乳房や乳首の形をみます

（乳房の大きさや形の変化について注意を）。

② 両手を下げて前にかがむようにして、正面・側面・斜めから見

てくぼみやひきつれはないか、乳首がへこんだり湿疹やただれ

はないかをみます。次に両手を挙げて同じように観察します。

③ 乳房の内側を調べるときは片手を挙げて３本以上の指の腹で軽

く圧迫し、まんべんなく触ります。

④ 乳房の外側を調べるときは片手を自然に下げて、やはり３本以

上の指の腹で圧迫しまんべんなく触ります。

⑤わきの下にしこりがないか手を入れて触れてみます。

⑥ 乳首を親指と人差し指で軽くつまみ、搾り出すようにし血性の

分泌物がないかを調べます。胸の大きな方は少し強めに圧迫し

てみてください。

＊入浴時に石鹸を使って行うとやりやすいです。

＊布団に寝て肩の下に枕を入れて行ってもいいです。

「の」の字を書くように

上や下、放射線状に

分泌物は出ていませんか？

ピンクリボン運動とは、乳が

んについての正しい知識を広

め、乳がんから引き起こされ

る悲しみから 1 人でも多くの

人を守る運動です。

９月に行われた５歳児歯科

検診で、虫歯も処置歯も無

かった子どもたちです！

亮
りょうすけ

輔 ちゃん

凛
り い あ

歩 ちゃん

禄
ろくべい

平 ちゃん

茜
あかね

 ちゃん

愛
あ い み

夢 ちゃん

優
ゆうしん

心 ちゃん



志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（内線 254）問

　

現
代
日
本
国
は
１
９
９
０
年
代
以
降
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
は
じ
め
と
す
る
通

信
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
の
進
化
普
及
と
共
に「
高

度
情
報
化
社
会
」と
呼
ば
れ
て
久
し
く
あ
り
ま

す
。「
情
報
社
会
」あ
る
い
は「
情
報
化（
さ
れ

た
）社
会
」と
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
教
育
、

生
活
な
ど
に
お
け
る『
情
報
』の
比
重
が
高
い

社
会
の
こ
と
で
す
が
、
近
年
と
り
わ
け
経
済
・

産
業
の
側
面
に
お
け
る
『
情
報
』
の
影
響
が
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

本
来
、『
情
報
』
を
意
味
す
る
英
語 

Ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
は「
IN（
心
の
）中
に
」
＋

「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
形
づ
く
る
」
か
ら
な
り
、
語
源
と

な
る
ラ
テ
ン
語
の 

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｅ
ｍ
に
は
「
心
・
精
神
に
浮
か
び
形
を
与
え

る
も
の
」
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
プ

ラ
ト
ン
の
「
イ
デ
ア
論
」
に
も
通
ず
る
意
味
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
代
で
は
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
情
報
言
語
」「
量
子
情
報
」「
遺
伝
情
報
」

な
ど
、
私
た
ち
人
間
の
顕
在
意
識
で
認
知
で
き

る
領
域
を
は
る
か
に
超
え
た
、
最
新
の
計
算
機

科
学
、
量
子
物
理
学
や
分
子
生
物
学
が
対
象
と

す
る
信
号
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
も
『
情
報
』

と
い
う
言
葉
の
概
念
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
『
情

報
』
の
扱
わ
れ
方
、
価
値
の
置
か
れ
方
は
、
人

間
の
根
源
的
な
思
考
判
断
や
生
命
活
動
に
直
結

す
る
『
情
報
』
の
原
初
の
語
彙
に
見
ら
れ
る
本

質
的
な
在
り
方
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

● 

情
報
の
質
で
な
く
量
、
速
度
の
み
が
増
大
→

匿
名
の
無
秩
序
・
雑
多
な
情
報
の
氾
濫
。

● 

情
報
に
よ
る
付
加
価
値
が
経
済
財
、
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
価
値
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と

に
起
因
す
る
経
済
格
差
の
助
長
→
本
質
的
な

モ
ノ
、
コ
ト
の
価
値
が
薄
れ
歪
め
ら
れ
て
し

ま
う
。

● 

少
数
の
企
業
や
組
織
体
な
ど
に
よ
り
情
報
産

業
や
報
道
機
関
が
寡
占
さ
れ
得
る
情
報
「
管

理
・
監
視
化
」
社
会
→
言
論
・
思
想
の
自
由

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
…
。

な
ど
な
ど
傾
向
と
想
定
さ
れ
る
弊
害
を
敢
え
て

あ
げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
視

点
の
み
に
絞
っ
て
も
、
例
え
ば
、
電
子
メ
ー
ル

の
応
対
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
、
毎
日
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
テ
レ

ビ
を
通
じ
て
一
方
的
に
投
げ
ら
れ
て
く
る
膨
大

な
「
情
報
の
大
河
」
を
日
常
生
活
の
中
で
処
理

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
た
い
せ
つ
な
時
間
、

労
力
を
浪
費
さ
れ
か
ね
ず
、
生
活
を
む
し
ろ
煩

雑
（
の
割
に
無
機
質
）
で
不
便
な
も
の
に
し
て

し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
況
の
現

代
に
こ
そ
、『
情
報
』の
奥
に
あ
る
質
感
と
人
間

味
に
価
値
を
求
め
、本
質
的
な『
情
報
』の
価
値

を
見
抜
く
「
ア
ナ
ロ
グ
」
な
視
点
が
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
単
な
る
記
録

情
報
、
知
識
、
ラ
ベ
ル
で
な
く
、
そ
の
奥
に
あ

る
モ
ノ
と
コ
ト
、
そ
れ
に
伴
う
情
緒
、
が
重
視

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
や
は

り
「
本
質
的
な
豊
か
さ
の
価
値
観
」（
※
本
コ

ラ
ム
２
０
１
４
年
４
月
特
別
号
参
照
）
を
も
っ

て
『
情
報
』
を
取
捨
選
択
（
と
り
わ
け
捨
）
す

る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
間
力
が
必
要
で
す
。

　

本
コ
ラ
ム
で
も
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
述
べ
て

き
ま
し
た
と
お
り
、
自
然
環
境
資
源
や
伝
承
伝

統
文
化
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
溢
れ
市
民
力
の
高
い

大
隅
半
島
志
布
志
は
、
そ
の
「
地
の
利
」
を
フ

ル
活
用
す
る
こ
と
で
真
の
情
報
発
信
基
地
と
成

り
得
る
可
能
性
大
で
あ
る
と
、
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
心
の
行
先
を
示
す
「
志
」
の
ま

ち
志
布
志
が
、
現
代
社
会
の
『
情
報
』
の
価
値
、

真
意
、
真
偽
を
真
剣
に
民
意
に
問
い
、
本
来
の

『
情
報
』
の
語
源
に
立
ち
返
り
、
つ
ま
り
「
人

間
の
心
の
中
に
自
然
に
形
づ
く
ら
れ
る
本
質
的

な
価
値
」
あ
る
情
報
発
信
・
交
流
の
市
民
運
動

を
起
こ
せ
る
機
運
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

コラムニスト
ふじやま学校
代表取締役  坂本貴弘

神奈川県出身。『ふじやま学校』

の代表取締役。志布志市ブラ

ンド推進アドバイザーとして

ブランドづくりに携わる。

東京大学卒業。

【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム 

第
12
回
】

 『 

現
代
社
会
に
お
け
る
情
報
の
価
値
と
あ
る
べ
き
情
報
の
活
用
・
発
信
・
交
流 

』
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田
舎
の
た
し
な
み
。【
秋
】

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁
村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食
材
の
保
存

方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発
な
ど
）」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

秋
の
恵
み
に
感
謝 

～ 

豊ほ

ぜ
年
祭
に
甘
酒
を 

～

　

実
り
の
秋
。
１
年
間
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
作
物
が
実
り
を
結
ぶ
こ
の
季
節
。
古
く
か
ら
、
秋
の
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
頃
、
新
米
で
餅
を
つ
い
た
り
、
赤
飯
や
甘
酒
を

作
っ
て
田
の
神
に
供
え
豊
作
を
感
謝
す
る
「
豊ほ

ぜ
年
祭
」「
ほ
ぜ
ど
ん
」
の
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
豊
年
祭
に
お
供
え
す
る
「
甘
酒
」
の
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
お
試
し
く
だ
さ
い
。
手
作
り
は
美
味
し
い
で
す
よ
。

秋 ～ 『豊
ほ ぜ

年祭・甘酒の作り方』　
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心も体もホット一息… 【甘酒の作り方】

《材料》

●もち米・・・・・・・・・・・・・・1500 ｇ（１升）

●甘酒用の麹
こうじ

・・・・・・・・・・・500 ｇ

《作り方》

① もち米は一晩水につけてお

き、ザルに上げ、水切りを

してから 40 分程蒸して、も

ちつき器でつく。

② もちがつけて温度が 70℃以

下になったら、麹を加えて

さらにつきまぜる。（温度が

高いと麹菌が死んでしまう

ので注意）

③ 良くつきまぜたら容器に移

し、フタを密封せずに、数日

置くと出来上がり。

《ポイント》

● 容器は、タッパーでも代用

できますが、カメのように

温度がある程度一定に保て

る容器が向いています。容

器のフタは、きっちりせず

に、フキン等を挟んでおき

ましょう。

● 表面が固くなるので、容器

に入れて最初の２日間くら

いは、１日１回程度かき混

ぜましょう。

● こたつや毛布などで容器ご

と包み保温すると、数日で

甘くなります。

● 出来上がった甘酒は冷蔵庫

で保存するか、60℃まで加

熱すれば酸っぱくならず保

存できます。

● 出来上がったものをミキ

サーにかけると、舌触りが

なめらかになります。

■問い合わせ先：農政課　農政係　℡：474-1111（内線 426）

水を切り、蒸す。

麹を入れて、さらにつく。

容器に移す。

密封しないように注意！

数日で美味しくいただけます



国民健康保険の財政は、
危機的状況です！

シリーズ・国保

特定健診を受診した場合と特定健診を受診していな

い場合の生活習慣病罹患状況の医療費は、統計的に

「約 11 万円」高くなっています。

　つまり、特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになりますので、国民健康保険の

皆様は特定健診を受診されるようお願いします。

目
指
せ
！ 

特
定
健
診 

受
診
率
70
％

　

志
布
志
市
で
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率

70
％
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
に
集
団
健
診
が
終
了
し
ま
し
た
が
、

特
定
健
診
の
受
診
率
70
％
は
達
成
で
き
な

い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
集
団
健
診
が
終

了
し
て
も
、
個
別
健
診
を
受
診
し
て
い
た

だ
く
か
、
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
特
定
健
診

の
受
診
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
個
別
健
診
の
受
診
や
情
報

提
供
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
月
は
、
個

別
健
診
の
方
法
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

◆
個
別
健
診
の
方
法
：

●
特
定
健
診
受
診
票
を
医
療
機
関
に
提
出

　
（
予
約
が
必
要
で
す
）。

　　

市
が
発
行
す
る
特
定
健
診
受
診
票
を
医

療
機
関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
保
健
課
保
健

対
策
係
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
個
別
健
診
内
容
】

　

血
液
検
査
、
心
電
図
、
尿
採
血
、
問
診
、

身
長
・
体
重
測
定
、
医
師
診
察
（
た
だ
し
、

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
個
別
で
の
医
療

機
関
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
御
了
承

く
だ
さ
い
）

◆ 

個
別
健
診
を
受
け
る
際
は
、
必
ず
、
次

の
点
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。　
　
　

■ 

特
定
健
診
受
診
票
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

医
療
機
関
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

年
内
（
12
月
）
ま
で
に
受
診
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

実
施
で
き
る
医
療
機
関
は
次
の
医
療
機

関
で
す
。

●
出
口
医
院（
４
７
２
‐
１
５
３
８
）

●
陽
春
堂
内
科
診
療
所（
４
７
２
‐
５
５
１
１
）

●
山
口
内
科（
４
７
３
‐
１
１
８
８
）

●
藤
後
ク
リ
ニ
ッ
ク（
４
７
２
‐
１
２
３
７
）

●
手
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク（
４
７
２
‐
５
５
６
５
）

●
松
下
医
院（
４
７
２
‐
1
１
２
４
）

●
み
や
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
４
７
１
‐
５
０
０
０
）

●
さ
く
ら
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
４
７
２
‐
１
１
０
０
）

●
石
神
診
療
所（
４
７
４
‐
０
１
０
７
）

●
び
ろ
う
の
樹
脳
神
経
外
科

（
４
７
７
‐
１
２
１
２
）

●
び
ろ
う
の
樹
整
形
外
科（
４
７
１
‐
６
６
１
１
）

●
山
下
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
４
８
７
‐
９
０
０
１
）

■ 

受
診
の
際
は
、
医
療
機
関
で
必
ず
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

小
児
科
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

診
療
時
間
外
な
ど
で
、
小
児
科
を
受
診

す
る
場
合
、
電
話
相
談
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

鹿
児
島
県
小
児
救
急
電
話
相
談

◆
対
象
者
：
お
お
む
ね
15
歳
未
満

◆ 

℡
：
＃
８
０
０
０
（
但
し
、
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
電
話
、
光
電
話
及
び
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
の
使
用
不
可
）

　

毎
日
午
後
７
時
～
午
後
11
時

◆
℡
：
０
９
９
‐
２
５
４
‐
１
１
８
６

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
な
ど
か
ら
）

◆ 

相
談
員
は
経
験
豊
富
な
看
護
師
で
す
。

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
電
話
相
談

◆
℡
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
４
１
１
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
こ
ど
も
の
救
急
に

関
す
る
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
ど
も
の
救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
対
象
者
：
生
後
１
か
月
～
６
歳
く
ら
い

　

http://kodom
o-qq.jp

※ 

病
院
に
行
く
べ
き
か
の
お
お
よ
そ
の
目

安
が
わ
か
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

●
保
健
課  

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
内
線
１
２
４
）

●
保
健
課  

保
健
対
策
係
（
内
線
１
６
４
）

！

21
市報しぶし 2014.10 
S h i b u s h i  C i t y  P R 20

2014.10 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

必見！お茶に秘められた
パワーを探して！

シリーズ・お茶と健康

　本市は、鹿児島県内でも２番目、九州でも３番目の茶栽培面積を

誇るお茶の大産地であり、畜産を除く農産物の中で、一番大きい生

産額を占める主要な作物となっています。

　これまで、日本の食文化として根付いていたお茶ですが、急須を

使って入れるリーフ茶の消費は、食生活の変化など様々な条件を背景に減少の一途をたどっています。このような中、お

茶については様々な研究が国内外で数多く行われており、抗菌作用や抗がん作用などの効能があると考えられ、健康飲料

として注目を集めています。そこで、このお茶に秘められた機能性を検証し、お茶飲用を推進していくことで、市民の皆

様の健康増進に役立てるとともに、日本一健康なまちを目指して２つの大きな取り組みを行っています。

志布志茶レンジ風邪なし運動
　学校でのお茶飲用やお茶を使った『うがい』を推
進することで、風邪やインフルエンザ対策などの健
康管理への意識向上を図るとともに、将来に渡るお
茶の消費拡大を目指すため取り組んでいます。
内容： 市内のすべての小中学校児童・生徒を対象に

お茶と水筒を配布。毎日の学校生活の中で、

お茶を飲んだり『うがい』をしてもらいます。

期間は、風邪やインフルエンザが流行りだす

10 月から翌年３月までで、２月には、保護者、

クラス担任を対象としたアンケートを実施し

て、飲用状況や健康管理への意識改善などの

効果を検証していきます。

保護者、クラス担任を対象にアンケート調査を実施。
アンケートの主な項目
●お茶ボトルの持参状況
●どのくらいの子どもが毎日飲んでいたか
●家庭でお茶を飲むか
●風邪などの予防に対する意識は変わったか　など

約
６
ヶ
月
間
、
学
校
で
の
お
茶

飲
用
、
う
が
い
の
実
施

   志布志市茶機能実証事業
　お茶を飲み続けることで、血液中のコレステロー
ル値が改善され、動脈硬化の危険性を低下させる可
能性があるという機能性を検証し、更なる効果を確
認するとともに、お茶の健康増進効果を発信し、市
民の健康増進とお茶の消費拡大につなげることを目
的に取り組んでいます。
内容： 市民から募集した 128 名を対象に９月からの

６ヶ月間、お茶を１日６杯以上飲んでもらい

実施前後の血液中の変化について検証します。

検証は、鹿児島大学等の研究機関協力のもと

実施し、広くその結果を公表していくほか、今

後のより詳細な研究などにも役立てられます。

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科による調査結果の
検証と情報発信

６
ヶ
月
間
の
お
茶
飲
用
実
施
前

後
の
採
血
検
査

■問い合わせ先：農政課  農政係　℡：474-1111（内線 432）

　この取り組みについては、今月号から来年３月号ま

でシリーズとして毎号掲載していく予定です。

　次号では、志布志茶レンジ風邪なし運動にスポット

をあて、茶レンジしているご家庭の声を掲載します。
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：彼岸花に戯れるアゲハチョウ】

文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

も
ち
の
木
に
番
の
鳩
の
も
つ
れ
合
ひ
諸
蝉
水
を
散
ら
し
飛
び
立
つ	

　
畑
山
み
つ
き

真
夏
日
の
居
間
の
テ
ラ
ス
に
寒
冷
紗
涼
風
そ
よ
ぐ
風
鈴
の
音	

　
福
元
　
　
忍

平
島
艦
七
月
二
七
日
沈
没
す
志
布
志
の
海
へ
花
束
届
け
と	

　
徳
田
　
将
人

軒
下
に
傘
の
雫
を
振
り
落
と
し
後
ろ
手
に
引
く
扉
の
重
し	
　
矢
野
　
む
つ

球
児
等
の
汗
と
涙
の
甲
子
園
酷
暑
吹
き
飛
ば
す
爽
や
か
姿	
　
野
口
　
　
嵐

花
の
名
は「
も
み
じ
葵
」と
し
る
さ
れ
て
ハ
ガ
キ
に
咲
い
た
絵
手
紙
届
く	

　
澤
津
川
頼
子

芋
だ
ん
ご
田
植
え
の
あ
ぜ
で
小
昼
し
た
蓑
笠
つ
け
し
青
春
の
頃	

　
萩
　
　
幸
子

佳
き
日
か
な
娘
よ
り
届
き
し
小
包
の
隅
に
ち
ょ
こ
ん
と
黄
色
の
財
布	

　
木
下
マ
キ
子

ゆ
っ
た
り
と
深
い
呼
吸
に
合
わ
せ
舞
う
白
鶴
の
様
に
太
極
の
華	

　
大
原
　
　
繁

迎
え
火
に
御
霊
を
乗
せ
て
亡
き
義
弟
と
蝉
し
ぐ
る
中
家
路
に
向
か
う	

　
水
上
カ
ズ
エ

川
沿
い
に
合
歓
の
花
咲
く
一
枝
を
手
折
り
来
た
り
て
友
に
捧
げ
る	

　
池
迫
　
　
茂

久
し
ぶ
り
の
慰
問
嬉
し
く
胸
弾
む
有
明
中
の
合
唱
部
員
達	

　
石
峰
カ
ズ
子

皆
集
い
玉
音
聞
き
し
酷
暑
日
の
学
徒
動
員
過
ご
し
日
の
事	

　
宮
脇
　
ナ
チ

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

器
に
描
く
ど
く
だ
み
の
葉
の
ま
く
れ
な
ゐ	

春
日
　
ふ
く

鈴
虫
の
音
楽
会
に
は
い
り
込
む	

川
畑
　
美
行

音
立
て
て
止
ま
り
た
る
蝉
声
持
た
ず	

本
村
　
湧
水

稲
刈
り
の
終
わ
る
田
ん
ぼ
に
蜻
蛉
群
れ	

熊
谷
　
玉
乃

よ
く
熟
れ
た
葡
萄
が
袋
よ
り
の
ぞ
き	

中
野
美
智
子

優
し
い
ね
西
瓜
を
食
べ
る
人
の
顔	

吉
村
　
公
香

わ
が
部
屋
を
暗
く
し
て
見
る
大
花
火	

川
畑
　
充
子

秋
晴
れ
や
兄
弟
と
行
く
旅
を
待
つ	

城
之
園
よ
し
え

今
掃
い
て
桜
落
葉
の
き
り
も
な
し	

横
山
　
良
子

ハ
ン
タ
ー
と
な
り
て
空
ゆ
く
鬼
や
ん
ま	

本
村
多
可
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

煩う
ぜ
らし
蝿へ	

叩た

て
た
や
大で

し事
な	

皿
を
割わ

っ	

　
　
福
山
　
吉
連

良よ

か
気き
ぶ
ん分	

雨
は
違ち

ご
句く

を	

捻ひ
ね

い
出で

っ	

　
　
木
藤
　
富
美

長な

ご
メ
ー
ル	

来こ

ん
け
り
ゃ
心せ

わ配
で	

娘こ

い
催せ

ず促
っ	

　
　
満
留
　
ぐ
み

焼し
ょ
つ酎
ん
勢い

き	

威い

ば張
っ
ち
ゃ
み
た
が	

醒さ

め
り
ゃ
後く

け悔	

　
　
新
地
　
十
意

狙ね

ろ
た
青に年
せ	

見み

む向
っ
も
さ
れ
じ	

切せ

っ
ね
恋こ
い	

　
　
樋
渡
草
団
子

子こ
ん
た
っ

供
達	

親お
え

な
内な
い
し
ょ緒
で	

旅た
行
ぶ
企き
か
っ画

　
　		

　
　			

竹
之
内
零
余
子

同ど
う
そ
か
い

窓
会	

焼し
ょ
つ酎
と
馴な

じ染
ま
ん	

都よ
そ
こ
と
ば

会
言
葉	

　
　
伊
地
知
　
孝

家け
ね
じ
ゅ

族
中
し
っ	

仲な
か

ん
良よ

か
と
お	

誇ほ
こ

い
し
っ	

　
　
野
村
　
三
味

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

南
瓜
ひ
と
つ
ぶ
ら
り
と
こ
の
世
に
生
残
る	

永
山
　
又
生

秋
野
菜
蒔
き
て
寝
る
夜
や
雨
と
な
る	

坪
田
　
秀
邑

志
布
志
湾
に
緑
の
ほ
く
ろ
島
ひ
と
つ	

吉
田
　
十
二

生
前
葬
蝉
は
コ
ツ
ン
と
往
生
す	

暉
峻
　
康
瑞

跳
箱
を
跳
ん
で
夕
日
の
中
に
消
え	

山
本
せ
つ
子

青
葉
の
日
出
雲
大
社
の
す
ず
れ
石	

東
平
　
要
一

吾
亦
紅
青
空
教
室
手
が
挙
が
る	

肥
後
　
洋
子

大
鯛
や
買
っ
て
き
た
の
か
釣
っ
た
の
か	

岩
根
　
長
初

秋
の
句
の
詠
人
を
知
ら
ず
朗
詠
す	

吉
村
　
公
平

鈴
虫
の
詩
語
が
こ
ぼ
れ
る
月
あ
か
り	

藤
後
む
つ
子
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市
教
育
委
員
会
の
外
部
評
価
を
公
表
し
ま
す

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の

規定に基づき、志布志市教育委員会では 5 人の学識経験

者で構成する外部評価委員会を 7 月 8 日に開催し、平成

25 年度の教育委員会の主な事務事業について、点検及び

評価を行い、報告書を議会に提出しましたので、その概

要を公表します。

　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これまで

以上に効果的な教育行政の推進に努めてまいります。
外部評価委員による「志ふれあい交流館」
の視察

教
育
委
員
会
委
員
の
活
動
状
況

◆
目
的

　

毎
月
の
定
例
会
、
教
育
委
員
研

修
会
、
学
校
訪
問
、
学
校
経
営
報

告
会
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
そ
の

他
各
種
行
事
へ
の
出
席
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

来
年
４
月
か
ら
教
育
委
員
会
制

度
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
新
制
度
が
し
っ
か
り
と
運
用

で
き
る
よ
う
私
た
ち
教
育
委
員
自

身
が
委
員
独
自
の
学
校
訪
問
や
声

か
け
運
動
、
交
通
安
全
立
哨
等
の

活
動
を
と
お
し
て
、
地
域
と
の
交

流
や
学
校
の
現
状
把
握
等
に
、
更

に
力
を
入
れ
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

昨
年
度
も
数
多
く
の
審
議
等
を

行
い
、
運
営
上
も
工
夫
を
凝
ら
し
、

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
様
々
な
討

議
を
さ
れ
充
実
し
た
委
員
会
運
営

を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
来
年

４
月
か
ら
教
育
委
員
会
制
度
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
、
マ
ン
ネ
リ

化
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。
時
代
に
合
っ
た
も
の
を

見
つ
け
て
、
更
に
充
実
し
た
委
員

会
運
営
を
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
。

小
・
中
学
校
就
学
援
助
事
業

◆
目
的

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
小
中
学
校

へ
の
就
学
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
援
助
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

平
成
26
年
度
か
ら
自
転
車
購
入

費
を
支
給
項
目
に
追
加
し
た
が
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
、 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
及

び
生
徒
会
費
に
つ
い
て
は
、
県
内

各
市
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
協

議
・
検
討
し
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

本
市
で
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
児
童
生
徒
は
、
全
国
よ
り
も
高

い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
受
給
世

帯
の
中
に
は
、
ぜ
い
た
く
を
し
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い

る
。
就
学
援
助
制
度
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
が
、
親
の
意
識
を
変
え

な
い
と
一
向
に
受
給
世
帯
は
減
ら

な
い
と
危
恨
さ
れ
る
。
行
政
当
局
、

民
生
委
員
、
学
校
が
き
ち
ん
と
生

活
の
実
態
を
把
握
し
て
、
認
定
に

臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

小
・
中
学
校
耐
震
補
強
事
業

◆
目
的

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
等
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
応
急
避
難
場
所
と
し
て

の
役
割
も
果
た
す
こ
と
か
ら
、
そ

の
耐
震
性
能
の
確
保
、
老
朽
施
設

の
質
的
整
備
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

耐
震
補
強
が
必
要
な
19
棟
の
う

ち
、
14
棟
が
完
了
し
た
。
平
成
26

年
度
は
、
野
神
小
学
校
校
舎
及
び

尾
野
見
小
学
校
校
舎
、
平
成
27
年

度
は
、
伊
﨑
田
小
学
校
校
舎
、
香

月
小
学
校
校
舎
及
び
松
山
中
学
校

体
育
館
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
だ
が
、
計

画
ど
お
り
平
成
27
年
度
で
耐
震
化

が
完
了
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
生

活
の
場
で
あ
り
、
災
害
等
の
際
は

地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
も
果
た
す
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く

安
心
・
安
全
な
環
境
が
第
一
で
あ

る
の
で
、
計
画
に
従
っ
て
優
先
し

て
や
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

学
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
実
態
を
的

確
に
把
握
し
、
学
力
向
上
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
、
確
か
な
学
力
の

向
上
・
定
着
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
で
国

及
び
県
の
学
力
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
学
力
調
査
の

結
果
を
受
け
て
、
学
力
向
上
推
進

協
議
会
を
開
催
し
、
結
果
の
分
析

及
び
今
後
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

本
市
の
学
力
が
低
い
と
い
う
こ

と
は
、
伸
び
代
が
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
、
良
い
方
に
捉
え
れ
ば
良
い
。

単
年
度
で
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

過
去
と
比
較
し
て
良
く
な
っ
た
ら
、

そ
れ
は
大
変
伸
び
て
い
る
と
い
う

よ
う
に
プ
ラ
ス
の
評
価
に
な
る
と

い
う
逆
転
の
発
想
で
、
先
生
方
や

保
護
者
、
子
ど
も
た
ち
に
頑
張
ろ

う
と
い
う
形
で
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
実
績
を
あ
げ
て
い

る
学
校
の
取
組
を
市
内
全
校
で
共

有
し
て
、
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

生
徒
指
導
推
進
事
業

◆
目
的

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
等
が
連
携
を
図
り
、
よ
り
よ
い

生
徒
指
導
態
勢
を
確
立
し
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
早
期
解
決
と
新
た

な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑
止
に
取

り
組
む
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
配
置
事
業
を
市

単
独
継
続
事
業
に
し
た
こ
と
で
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
、
学
校
の
実

態
に
応
じ
た
訪
問
活
動
が
可
能
と

な
り
、
新
た
な
不
登
校
生
の
出
現

の
抑
止
が
図
ら
れ
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
成
果
で
不
登
校
生
の

７
割
に
改
善
が
見
ら
れ
た
と
い
う

の
は
、
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　

中
学
生
に
な
る
と
考
え
方
は
大

人
に
な
る
の
で
、
先
生
方
が
子
ど

も
と
接
す
る
と
き
に
は
、
一
人
の

人
間
と
し
て
扱
い
、
言
動
に
は
注

意
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
担
任
の
指
導
力
も
大
事

だ
と
思
う
の
で
、
と
に
か
く
新
し

い
不
登
校
生
が
出
な
い
よ
う
に
手

を
尽
く
し
て
欲
し
い
。

志
布
志
文
化
財
愛
護
会
運
営

支
援
事
業

◆
目
的

　

志
布
志
文
化
財
愛
護
会
が
行
う

文
化
財
保
護
と
愛
護
意
識
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
た
事
業
に
対
し

運
営
支
援
を
行
う
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

会
員
の
多
く
が
志
布
志
地
区
の

高
齢
者
で
、
老
齢
化
に
よ
り
会
員

数
や
行
事
等
の
参
加
者
が
減
少
し

つ
つ
あ
る
。
今
後
有
明
・
松
山
地

区
の
新
規
加
入
を
推
進
し
な
が
ら

文
化
財
保
護
と
愛
護
意
識
の
啓
発

が
図
ら
れ
る
よ
う
魅
力
あ
る
事
業

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

事
業
目
的
・
内
容
・
実
績
等
大

い
に
評
価
で
き
る
。

　

課
題
と
し
て
の
会
員
数
の
減
少

に
つ
い
て
は
、
特
に
有
明
・
松
山

地
区
の
増
員
を
図
り
た
い
も
の
で

あ
る
。
市
報
な
ど
に
掲
載
し
て
募

集
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

本
市
に
は
、
松
山
・
志
布
志
・

有
明
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な

文
化
財
が
あ
り
、
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
後

世
に
ぜ
ひ
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
運
営
事
業

◆
目
的

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
、
各
高
校
の
合
宿
形

式
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
技
術
の
向

上
・
発
展
及
び
親
睦
を
深
め
る
。

併
せ
て
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
利
用

を
促
進
し
、
宿
泊
等
に
よ
る
地
域

経
済
へ
の
波
及
を
目
的
と
す
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
校
か

ら
は
平
成
25
年
度
各
県
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
で
、
優
勝
１
校
、

準
優
勝
３
校
、
ベ
ス
ト
４
が
５
校
、

ベ
ス
ト
８
を
11
校
を
輩
出
し
た
。

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
利
用
及
び
宿
泊
等

に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
額
が

約
５
千
万
円
あ
っ
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

１
０
０
校
以
上
の
学
校
の
参
加

が
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
し
、
市
へ

の
経
済
効
果
も
あ
り
一
石
二
鳥
の

成
果
だ
と
思
う
。

　

参
加
チ
ー
ム
の
拡
大
増
加
に
つ

い
て
は
無
理
は
禁
物
で
あ
る
。
大

き
な
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
配

慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

体
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
体
力
の
実
態
を
把

握
し
、
体
力
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
教
師
の
保
健
体
育
の
授

業
の
指
導
力
向
上
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
体
力
・

運
動
能
力
調
査
を
実
施
し
、
分
析

を
も
と
に
一
校
一
運
動
の
見
直
し

な
ど
、
体
力
向
上
計
画
の
見
直
し

が
図
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
体
力
の
現

状
と
し
て
、
運
動
時
間
の
二
極
化

が
あ
る
の
で
、
全
児
童
生
徒
が
運

動
に
親
し
め
る
よ
う
な
体
育
の
授

業
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
導

を
行
っ
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
の
原
因
は
、

基
本
的
に
歩
か
な
く
な
っ
た
か
ら

だ
と
思
う
。
学
校
は
、
意
図
的
に

子
ど
も
た
ち
を
鍛
え
る
場
で
あ
る
。

一
人
で
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
も
学
校
で
や
れ
ば
で
き
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
担
任
と
子
ど
も

た
ち
が
目
標
を
定
め
て
体
力
向
上

を
目
指
せ
ば
良
い
と
思
う
。

　

体
力
が
付
い
て
く
れ
ば
学
力
も

伸
び
て
い
く
と
思
う
。

青
少
年
音
楽
祭
実
行
委
員
会

活
動
事
業

◆
目
的

　

児
童
、
生
徒
、
市
民
の
音
楽
を

通
し
た
交
流
に
よ
る
青
少
年
健
全

育
成
に
努
め
る
。
身
近
な
交
流
を

通
し
て
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

や
異
文
化
へ
の
理
解
を
図
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
感
受
性
や
国
際
感

覚
を
培
う
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

従
来
の
青
少
年
国
際
音
楽
祭
を

青
少
年
音
楽
祭
と
し
て
初
め
て
開

催
し
た
。

　

音
楽
の
発
表
だ
け
で
な
く
出
演

し
た
学
校
同
士
の
交
流
も
あ
っ
た
。

　

開
催
時
期
が
テ
ス
ト
期
間
と
重

な
っ
た
た
め
、
参
加
で
き
な
い
学

校
も
あ
っ
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

本
市
の
文
化
・
芸
術
面
は
、
市

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で

い
ろ
ん
な
情
報
を
捉
え
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
は
、
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
と
の

区
別
を
明
確
に
し
て
、
参
加
者
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
欲

し
い
。



仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
社
会
へ

　

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
働
き
方
や
男
性
の
育
児
参
加
促
進

等
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進

め
ま
し
ょ
う

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、
家
庭
責
任
を
果
た
し
た
り
、
健

康
維
持
、
自
己
研
修
等
の
た
め
、
文

字
通
り
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
こ
と
で
す
。
単
に
労
働
時

間
を
短
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
多
様
な
時
間
制
度
を
選
択
で
き

る
柔
軟
な
就
業
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

働
く
男
性
の
皆
さ
ん
、
育
児
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

　

働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
を
容
易
に
す
る
た
め
に
は
、
男
性

も
女
性
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
進
め
、
働
き
方
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
側
も
働
き
方
を
見
直
し
た
り
、

子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
と
し
て
変

わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
施
行
に
よ

り
こ
の
よ
う
な
動
き
は
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休
業
制
度

は
、
男
女
に
関
係
な
く
、
労
働
者
が

申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
育
児
休
業

を
取
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
主
は
こ

れ
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

育
児
へ
の
参
加
は
、
あ
な
た
の
人

生
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
与
え
、

人
間
的
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
い

う
大
き
な
効
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
育
児
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課 

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　

 （
内
線
２
５
０
・
２
５
５
）

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）問

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

もっと身近に！

男女共同参画

税の広場

今月の納税

口座振替日：

10 月 31 日（金）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（６期）

●後期高齢者医療保険料（６期）

●介護保険料（６期）　●市県民税（３期）

※ 納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちのうえ、交付請求
してくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

10 月 27 日（月）
納  付  期  限：

平成26年度 滞納処分等実施状況について
　

生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆
女
性
支
援
相
談
室

　
　
　
　

 　

（
13
時
～
17
時
）

●
11
月
５
日
（
水
）

  

志
布
志
支
所
５
Ｆ
会
議
室

●
11
月
19
日
（
水
）

  

新
橋
地
区
公
民
館

◆
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
７な

や

む

８
６
‐
０お

ご

じ

ょ

５
４

　

 

（
月
～
金 

８
時
30
分
～
17
時
）

　

Ｄ
Ｖ
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？ 

相
談
無
料
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 153） 問

◆差押えを実施した件数
　（平成 26 年度 ４月～８月） 3 7 件

差押えの内容：
●債　権：24 件　●預貯金：５件

●不動産：７件　  ●給　与：１件

10 月は仕事と家庭を考える月間です。
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不動産公売を実施します。

市では、公正な滞納処分に資するため以下の財産について公売を実施します。

●公売方法：入札方式　　　　　●入札日：平成 26年 10月 29日（水）

●受付：午後１時 30分から　　●入札：午後２時から

●入札会場：志布志市農村環境改善センター会議室 2

●その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

● 注意事項：公売区分 26-2、26-3 は付属建屋（廃屋）が、26-5 は別所有者の建物が建っています。また、26-3の付属建屋（廃

屋）は心理的瑕疵物件です。詳細は、お問い合わせください。

※ 公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所

窓口にあるチラシを御覧ください。

売却
区分
番号

公売財産の名称、性質、所在、
財産上の賃借権等の権利の内容

数量
（㎡）

見積
価額

公売
保証金

26-2
土地

有明町野井倉字吉村 1475 番１
宅地（現況）

1,391.00 1,880,000 円 188,000 円

26-3
土地（2 筆）

松山町尾野見字野久尾 1844 番 1・2
宅地（現況）

2,882.07 402,000 円 40,000 円

26-4
土地

志布志町志布志一丁目 2785 番
宅地

115.21 1,680,000 円 168,000 円

26-5
土地

志布志町帖字下牧 5852 番４
宅地

233.84 423,000 円 42,000 円

売却区分番号 26-2

売却区分番号 26-4

大隅の國やっちく松山藩　

第 26 回秋の陣まつり
必見！ 松山城・二ノ丸！

まつり期間中しかご覧になれません！

◆と　き：11月８日（土）前夜祭　午後６時 00分開催
　　　　　11月９日（日）本祭　　午前８時 45分開門
◆ところ：志布志市松山城山総合公園内特設会場

前夜祭：松山城ライトアップ　ほか

本祭： 奉納武者行列、山積み野菜の大盤振舞い、黒豚さむらい鍋

の無料配布、やっちく団子、こんにゃく、甘酒の無料配布、

みどり保育所お遊戯、花
か ば な

華かおりショー　など

※ その他大抽選会やからくり忍者屋敷など様々なイベントをご用

意しています！赤ちゃん・お子様の休憩施設もありますので、

家族連れで遊びに来て下さい。

■問い合わせ先：秋の陣まつり実行委員会（松山支所地域振興課内）
　　　　　　　　℡：487-2111（内線 323）



みんなが主役
交通安全

知っ得！
年金
インフォメーション

　

6
年
前
に
地
域
の
前
任
者
か
ら
引
き

継
ぐ
形
で
交
通
安
全
協
会
に
加
入
し
た

池
田
さ
ん
。
地
域
の
た
め
に
と
い
う
思

い
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
交
通
安
全
活
動
の
中
で
も
特

に
、
交
通
安
全
期
間
中
の
立
哨
で
登
校

す
る
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
と
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
安
全
運
転
の
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
池

田
さ
ん
の
活
動
は
勤
務
先
の
安
全
意
識

の
啓
発
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
と
き
は
交
通
整
理
・
誘
導
に
も
積

極
的
に
参
加
さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
せ
っ

か
く
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
帰
り
に
事

故
な
ど
が
起
き
て
し
ま
え
ば
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
う
。『
縁
の
下
の
力
持
ち
』

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
使
命
感
、
や

り
が
い
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

る
池
田
さ
ん
。『
人
の
た
め
に
、
地
域

の
た
め
に
』
と
い
う
思
い
が
活
動
を
続

け
て
い
け
る
理
由
だ
そ
う
で
す
。

　
「
交
通
安
全
で
最
も
大
切
な
こ
と

は『
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
』
こ
と
。

信
号
が
黄
色
で
も
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

こ
と
な
く
進
入
し
て
く
る
車
を
た
ま
に

見
か
け
ま
す
。
皆
が
『
思
い
や
り
』
を

持
た
な
い
と
事
故
は
無
く
な
ら
な
い
」

と
安
全
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

「
後
納
制
度
」
の
お
知
ら
せ

　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
の
期
間
の
あ
る
方
は
、
お

申
込
み
に
よ
り
、
平
成
24
年
10
月
か
ら

平
成
27
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延

長
（「
後
納
制
度
」
と
い
い
ま
す
）
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
、
平

成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
の
で
、
後

納
制
度
を
利
用
す
る
方
は
、
早
め
の
お

申
込
み
が
大
切
で
す
。

◆
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

● 

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ

ま
す
。

● 

年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

◆
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

① 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
：
10
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
や
未
加
入
期

間
が
あ
る
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
：
①
の
期

間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ

の
期
間
を
お
持
ち
の
方

③ 

65
歳
以
上
の
方
：
年
金
受
給
資
格
が

な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
す
る
際
の
注
意
事
項

● 

過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料
に

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

● 

後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、
最
も

古
い
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
未

納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
後
納
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
後
納

す
る
保
険
料
は
、
一
般
の
未
納
期
間

と
同
じ
１
か
月
分
の
保
険
料
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

知ってる？
消費生活
相談

【
事
例
・（
当
事
者  

７
歳 

女
児
）】

　

小
学
生
の
娘
に
親
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
渡
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊

ば
せ
て
い
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
ア
イ
テ
ム
を
購
入
す
る
の
も
１
回

１
０
０
円
程
度
な
ら
良
い
と
思
い
、
そ

の
都
度
、
親
が
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ
て

購
入
さ
せ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
後
日
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の

請
求
額
が
８
万
円
に
な
っ
て
い
た
。
ど

う
も
一
度
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と
、

そ
の
後
何
分
間
か
は
パ
ス
ワ
ー
ド
な
し

で
何
度
も
ア
イ
テ
ム
が
購
入
で
き
た
よ

う
だ
。
具
体
的
な
状
況
は
娘
も
よ
く
覚

え
て
お
ら
ず
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は

分
か
ら
な
い
。
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

★
ア
ド
バ
イ
ス

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
相
談

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
16
歳
未

満
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
お
り
、
低
年

齢
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
事
例
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
の
他
、
大
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
勝
手
に
持
ち
出
し
番
号
を
入

力
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
に
関
す
る
相
談
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー

ム
機
等
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
共
に

ゲ
ー
ム
の
料
金
体
系
、
決
済
方
法
等
に

つ
い
て
も
確
認
し
、
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方

や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
子
ど
も
と
よ
く
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

 【
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
情
報
」
よ
り
】

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
港
湾
商
工
課 

　

商
工
振
興
係
）

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
２
８
９
）

皆でつくろう
「共生・協働・自立」
のまち

　

こ
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
と
は
、

地
域
の
課
題
や
特
性
を
、
そ
こ
に
住
む

市
民
で
考
え
、
話
し
合
い
、
計
画
を
立

て
、
多
様
な
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た

「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
市
民
参
加
型
の
任
意
団
体
で
す
。

　

各
地
区
で
は
主
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
や
蕎
麦
づ
く
り
体
験
、

コ
ス
モ
ス
園
、
花
壇
の
整
備
や
夏
祭
り

の
開
催
等
を
行
い
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
各

地
区
が
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し
て

お
り
、
特
に
今
年
度
は
、
山
重
地
区
ふ

る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
が
「
過
疎
地
域

等
自
立
活
性
化
推
進
交
付
金
」
の
採
択

決
定（
１
０
０
０
万
円
）を
受
け
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
よ
る
交
流
や
特
産
品

の
開
発
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
一
度
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
委
員
会
活
動
に
参
加
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
活
動
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
２
５
７
）

　

近
年
の
社
会
環
境
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
や
、
国
・
地
方
の
財
政
状

況
の
悪
化
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
多

様
化
、
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
や
企
業
、
民
間
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

創
意
工
夫
に
努
め
、
連
携
し
支
え
合
う

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
が
目
指
す
「
市
民
が
主

役
と
な
る
、市
民
総
意
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
市
内
21
地
区
の
公
民

館
単
位
で
活
動
す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く

り
委
員
会
」
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

に
自
主
的
・
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

交 通 事 故 状 況  平成 26 年８月末現在

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 5490【-588】 100【-12】

死者数 59【+3】 ２【-1】

傷者数 6443【-808】 117【-11】

　※【　】は昨年比

池田 純
じ ゅ ん じ

次 さん
（鹿児島県交通安全協会

志布志地区協会 松山支部）

 

～ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
は
大
丈
夫
？ 

～

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
決
済
ト
ラ
ブ
ル

消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

地
域
活
性
化
に
向
け
た
ふ
る

 

さ
と
づ
く
り
委
員
会
の
取
組
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郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

（No.106/2014-10）

　今月の読者プレゼントは、お

便 り を く だ さ っ た 方 の 中 か ら

抽 選 で、 ひ ま わ り 券 5 枚 と、

森元豆腐店さんの「森元豆腐自

慢のセット」を５人の方にプレ

ゼ ン ト し ま す！（ 詳 し く は ２

ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い ） ぜ ひ、

ご応募ください！

　

今
月
は
有
明
町
に
お
住
ま
い

の
ト
ミ
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　

大
崎
町
ご
出
身
の
ト
ミ
さ
ん

は
ご
結
婚
と
同
時
に
長
崎
県
佐

世
保
市
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
れ
、
終
戦
直
後
の
昭
和
20
年

10
月
、
ご
主
人
の
故
郷
で
あ
る

有
明
町
に
帰
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
３
人
の
お
子
さ
ん

に
恵
ま
れ
、
今
で
は
お
孫
さ
ん

が
８
人
、
ひ
孫
さ
ん
が
10
人
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　

ト
ミ
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
を

お
伺
い
す
る
と
「
親
か
ら
授

か
っ
た
こ
の
元
気
な
身
体
が
ま

ず
１
番
。
３
歳
年
上
の
姉
も
大

崎
町
で
元
気
に
生
活
し
て
い
ま

す
よ
。
あ
と
は
電
動
カ
ー
で
散

歩
す
る
こ
と
。
大
好
き
な
地
元

の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
歌
な

ん
か
歌
っ
た
り
し
て
ね
。
と
っ

て
も
楽
し
い
ん
で
す
」
と
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
お
子
さ
ん
た
ち

か
ら
も
常
に
連
絡
が
く
る
そ
う

で
、「
私
の
こ
と
を
い
つ
も
思
っ

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、
離
れ

て
い
て
も
心
強
い
。
ま
た
、
近

所
に
は
親
戚
も
い
ま
す
し
、
民

生
委
員
さ
ん
も
様
子
を
見
に
来

て
く
れ
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

行
く
の
も
楽
し
み
で
す
し
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
も
週
に
１
度
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
本
当
に
安
心
し

て
生
活
で
き
て
い
ま
す
よ
」
と

明
る
い
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

トミ さん (93 歳）

 （有明町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！

Ｑ．  現在のお仕事について、教えてください。

Ａ ．志布志保育園で保育士をして２年目になります。今年は３歳児

の担任として、子どもたちと一緒に、毎日楽しく過ごしています。

Ｑ．  保育士を志したきっかけは何ですか？

Ａ ．保育士になるのは小学校のときからの夢でした。子どもが大好

きだったし、実際に働いてみても、子ども一人ひとりの成長を感

じることができ、とても充実しています！

Ｑ．お休みの日は何をして過ごしていますか？

Ａ ．６歳のときから続けている日本舞踊は、市の芸術祭などでも披

露しているんですよ。普段のお休みは友人と旅行に行ったりする

のが楽しいですね。

Ｑ．将来はどのような保育士になりたいですか？

Ａ． こちらの保育園の先生方のように、頼りがいがあって、笑顔が

素敵で、とっても優しい、子どもたちの想いをしっかり受け止め

ることができる先生になれればいいなと思っています！

【志布志町】有
ゆ う み

美 さん　(21 歳）

今月の 題字

小学校 ６年

志
し の

乃 さん

　
「
習
字
は
普
段
の
書
く
と
き
と
違

い
、
筆
を
使
う
の
で
楽
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
志
乃
さ
ん
。
習
字
の
他

に
も
サ
ッ
カ
ー
と
陸
上
で
チ
ー
ム
に

所
属
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

運
動
が
大
好
き
な
志
乃
さ
ん
は
、
運

動
会
で
も
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援

団
と
し
て
も
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

将
来
は
医
師
に
な
り
た
い
と
話
す

志
乃
さ
ん
。
看
護
師
と
し
て
病
院
で

働
く
お
母
さ
ん
に
憧
れ
、
志
乃
さ
ん

も
病
院
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
夢
を

持
ち
続
け
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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読者プレゼント

◆ ご家族からのメッセージ！

　最近はピアノを頑張っている恵。2

歳になりますますやんちゃな幸太郎。

ケンカもたくさんするけど、２人で

仲良く遊んでいる様子は、とても微

笑ましく癒されます。２人はお父さ

ん、お母さんの１番の宝物です！

◆ ご家族からのメッセージ！

　いつも笑顔で元気いっぱいの結華。

生まれてきてくれて、ありがとう。

　私たち家族の宝物です。

　４月からは１年生、友達と仲良く

遊んでね！

◆ ご家族からのメッセージ！

　喧嘩もいっぱいするけれど、妹

のことがとっても大好きなお兄

ちゃん。マイペースな２人だけど、

元気ですくすく育ってね。

　２人のためにパパもママも頑張

るぞ！

晴
は る と

斗 ちゃん（４歳 )

　　　　陽
ひ な

菜 ちゃん（１歳 )

（松山町）

結
ゆ い か

華 ちゃん （６歳）

（志布志町）

恵
めぐみ

 ちゃん（６歳 )

　　　幸
こうたろう

太郎 ちゃん（２歳 )

（有明町）



★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成26年７月分の医療費の状況です。

医療費総額 ３０８，９３１，４２５円
７月末 国保加入者数 １０，３２３ 人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ２９，９２７ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２５，４２５ 円

個人負担額 ４，５０２ 円

１人当たり医療費の前年同月比 0.2％増。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 85.0％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 26 年８月 31 日現在

人口：33,197 人
男性：15,724 人
女性：17,473 人

転入：78 人　  転出：82 人
出生：20 人　  死亡：39 人

世帯数：15,827 戸

（- 23 人）
（- 2 5 人）
（+ 2 人）

（- 1 2 世帯）

志布志港 平成 26 年８月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：60 隻（日本 0、外国 60）
②輸出：13 億 20 百万円
③輸入：113 億 29 百万円

正
し
い
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
！

　

市
報
し
ぶ
し
９
月
号
エ
コ
通
信

「
人
間
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け

る
社
会
を
目
指
し
て
」
を
し
っ
か
り

何
度
も
読
み
ま
し
た
。
我
が
家
で
も

猫
と
暮
ら
し
は
じ
め
て
１
年
半
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
生
命
を
預

か
る
飼
い
主
と
し
て
、
正
し
い
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
く
ろ
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん  

58
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

動
物
（
特
に
犬
・
猫
）
の
飼
い
方

に
つ
い
て
は
秘
書
広
報
係
に
も
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。「
犬
の
散
歩

中
に
糞
を
始
末
し
な
い
」、「
猫
が
庭

を
荒
ら
す
」
な
ど
が
よ
く
あ
る
例
で

す
。
動
物
は
人
間
の
社
会
の
ル
ー
ル

を
知
り
ま
せ
ん
。
動
物
を
飼
う
以
上
、

そ
の
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
こ
と
は

飼
っ
て
い
る
人
間
の
責
任
で
す
。
動

物
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
命

に
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

飼
い
主
と
し
て
正
し
い
知
識
と
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

手
書
き
の
便
り

　

宇
都
中
学
校
を
昭
和
30
年
３
月
に

卒
業
し
た
同
窓
生
は
、
満
75
歳
を
迎

え
、
後
期
高
齢
者
に
仲
間
入
り
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を

自
由
に
使
え
な
い
時
代
遅
れ
の
骨
董

品
で
す
。
便
り
や
報
告
文
書
も
殆
ど

手
書
き
で
す
。
季
節
は
『
秋
』
で
す

が
、
手
作
り
の
秋
・
手
作
り
の
料
理
・

手
書
き
の
便
り
は
い
か
が
で
す
か
。

（
う
と
ん
山
30
会  

75
歳  

男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

仕
事
を
含
め
、
普
段
の
生
活
の
中

で
『
手
書
き
』
を
す
る
こ
と
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
通
信
技
術
の
発
達
に
よ

り
温
か
み
の
あ
る
『
手
書
き
』
の
便

り
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
も
ら
え
ば
嬉
し
い
も
の
で
す

よ
ね
。『
便
利
さ
』も
も
ち
ろ
ん
素
晴

し
い
こ
と
で
す
が
、『
温
か
み
』の
あ

る
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
報
の
閉
じ
穴
に
つ
い
て

　

市
報
を
毎
月
拝
見
し
て
い
る
市
民

で
す
が
、
い
つ
も
感
じ
て
い
る
事
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
間
一
般
に
諸
書
類
を
フ
ァ
イ
ル

に
綴
じ
る
と
き
は
左
に
穴
が
あ
り
、

表
紙
は
左
綴
じ
の
1
ペ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
市
報
の
穴
を
左

に
す
る
と
40
ペ
ー
ジ
目
が
表
紙
側
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
報
を
フ
ァ

イ
ル
に
綴
じ
る
と
後
で
見
る
際
、
逆

に
な
っ
て
見
づ
ら
い
で
す
。
電
話
帳

等
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

改
善
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し  

70
歳  

男
）

　

▼

　

お
便
り
に
よ
る
貴
重
な
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
市
報
し
ぶ
し
」は
日
本
語

の
新
聞
や
一
般
的
な
書
籍
、
雑
誌
等

と
同
様
に『
縦
書
き
』
を
基
本
と
し

て
製
作
し
て
い
ま
す
。こ
の
場
合
右

側
に
ペ
ー
ジ
を
開
く
右
綴
じ
に
な

り
ま
す
の
で
、
綴
じ
穴
は
右
側
で

す
。
対
し
て
、
書
類
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、電
話
帳
な
ど
、『
横
書
き
』が
主

体
と
な
っ
て
い
る
印
刷
物
は
、
左
綴

じ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

広
報
紙
は
読
み
や
す
さ
に
重
点
を

置
き
、
一
般
的
な
『
読
み
物
』
と
同

様
の
つ
く
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

他
の
書
類
等
と
一
緒
に
綴
ら
れ
る

場
合
、
ご
不
便
を
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考のうえ掲

載します）。個別の回答はいたしま

せんので、ご了承ください。

33
市報しぶし 2014.10 
S h i b u s h i  C i t y  P R 32

2014.10 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。



市役所からの大事なお知らせ
① 平成 26 年度第 1 回市有財産（土地）の売却を行います （財務課 管財係）② 畑地かんがい事業に関するお知らせ

① 平成 26 年度第１回市有財産（土地）の売却を行います

■問い合わせ先：財務課 管財係　℡：474-1111（内線 243・244）

③ 土砂災害（特別）警戒区域が指定されました

◆入札参加資格：地方自治法施行令第 167 条の４の規定に抵触せず、市税等の滞納がない個人または法人

◆ 入札に参加する場合の必要書類：●入札参加申込書　●身分証明書（法人の場合は法人登記簿謄本）●未納がな

いことを証明する書類　　　　　　　　　

◆提出先：志布志市役所財務課、各支所地域振興課

◆申込受付期間：平成 26 年 10 月６日（月）～平成 26 年 11 月７日（金）

　午前 8 時 30 分から午後 5 時まで（土・日・祝日は除く）※郵送での申し込みは受け付けておりません。

◆ 入札日：平成 26 年 11 月 12 日（水）　午前 9 時から　本庁別館２階Ｃ会議室　※入札不調物件につきましては後日、

先着順により購入者を決定します。

◆売却地一覧（入札分）

■問い合わせ先：総務課  消防防災係  ℡：474-1111（内線 215）・建設課  維持係  ℡：474-1111（内線 464）

② 畑地かんがい事業に関するお知らせ（農政課 畑かん推進係）

③ 土砂災害（特別）警戒区域が指定されました（総務課 消防防災係・建設課 維持係）

④ 予防接種についてのお知らせ（保健課 保健対策係）

⑤ 「薬物及び銃器取締強化期間」における、水際取締り強化のお知らせ（港湾商工課 港湾振興係）

⑥ 路線バスダイヤ改正のお知らせ（企画政策課 企画調整係）
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◆土砂災害防止法とは？

　土砂災害防止法（正式名称：土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律）は、土砂災害
から住民の生命・身体を守ることを目的に、平成 13 年４月に施行されました。
　土砂災害防止法では、土砂災害が発生するおそれがある区域（土砂災害（特別）警戒区域）を明らかにし、「警戒
避難体制の整備」、「特定開発行為に対する許可制」など、ソフト対策（工事によらない対策）を推進します。

◆土砂災害（特別）警戒区域とは？

　土砂災害防止法に基づき指定される区域には、土砂災害警戒区域、土
砂災害特別警戒区域の２つがあります。

● 土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）   …　土砂災害のおそれが
ある区域で、警戒避難体制の整備を図ることを目的として指定します。

● 土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン）   …　イエローゾーンの
中でも建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある
区域で、住宅等の新規立地の抑制等を目的として指定します。

◆指定されている場所を確認するには

　 県 土 砂 災 害 情 報 マ ッ プ　http://www.sabomap.jp/kagoshima/map.
php　にアクセスいただくか、本庁建設課（支所にあっては産業建設課）
で閲覧ができます。

区分 指定数

急傾斜
イエローゾーン 291

レッドゾーン 290

土石流
イエローゾーン 60

レッドゾーン 48

合計
イエローゾーン 351

レッドゾーン 338

◆指定の状況

※引き続き、調査及び指定が行われます。

　

畑
地
か
ん
が
い
の
水
を
新
た
に

開
栓
し
、
そ
こ
に
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ

イ
コ
ン
を
作
付
さ
れ
ま
す
と
種
子

代
を
補
助
し
ま
す
。

　

助
成
額
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
、

ニ
ン
ジ
ン
で
９
０
０
０
円
、
ダ
イ

コ
ン
で
４
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
５
万
円
が
上
限
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

曽
於
東
部
地
区（
志
布
志
町
・

松
山
町
の
一
部
）の
畑
地
か
ん
が

い
事
業
受
益
者（
本
市
に
住
所
を

有
す
る
者
、
も
し
く
は
本
市
に

事
務
所
を
有
す
る
法
人
）を
対
象

に
、
散
水
器
具
及
び
給
水
栓
の
設

置
に
関
す
る
補
助
事
業
を
新
設
し

ま
し
た
。
要
件
は
、
給
水
開
始
を

す
る
こ
と（
購
入
器
具
に
よ
る
給

水
開
始
面
積
要
件
あ
り
）が
条
件

で
、
１
申
請
者
に
つ
き
、
１
種
類

の
器
具
（
給
水
栓
は
２
箇
所
ま

で
）が
条
件
で
す
。
補
助
率
は
事

業
費（
購
入
費
）
の
３
分
の
１
以

内（
上
限
あ
り
）で
す
。散
水
器
具

は
、『
噴
射
ホ
ー
ス
・
レ
イ
ン
ガ
ン
・

ロ
ー
ル
カ
ー
・
ス
マ
ー
ト
レ
イ
ン
』

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

畑
か
ん
区
域
内
で
、
レ
イ
ン
ガ

ン
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
散
水

器
具
を
設
置
さ
れ
る
場
合
は
、
県

営
事
業
実
施
期
間
中
で
あ
れ
ば
補

助
事
業
に
よ
り
20
・
25
％
の
自
己

負
担
額
で
設
置
で
き
ま
す
。

　

散
水
器
具
の
設
置
は
、①
設
計

を
行
う
た
め
の
期
間
が
必
要
②
必

要
な
予
算
の
確
保
な
ど
の
理
由
か

ら
、
申
込
み
を
受
け
て
半
年
か
ら

１
年
後
位
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
補
助

事
業
に
よ
る
散
水
器
具
設
置
申
込

み
に
つ
い
て
は
、
事
業
終
了
年
度

の
１
年
前
ま
で
に
申
し
込
ま
な
い

と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

農
政
課 

畑
か
ん
推
進
係
（
畑
地
か

ん
が
い
営
農
推
進
本
部
事
務
局
）

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
：
4
８
７
‐
２
９
８
６

⑦ ファスティングへの道 ～カラダの中から健康に～ 講演会のお知らせ（港湾商工課 観光物産係）

畑
か
ん
推
進
対
策
用
種
苗
費

助
成
金
に
つ
い
て

畑
地
か
ん
が
い
用
散
水
器
具

設
置
支
援
事
業
に
つ
い
て

曽
於
南
部
地
区
畑
か
ん
の
散

水
器
具
設
置
の
申
込
み
は
お

早
め
に
！

※ 売却する土地は全て現状のまま引き渡しますので、必ず現地をご確認ください。

物件 所在地（自治会名） 地目 面積 最低売却価格

６ 志布志町志布志二丁目 2447 番地 24（興和） 宅地 129.28㎡ 1,770,000 円

７ 有明町野井倉 1121-1（吉村） 原野 550.00㎡ 2,060,000 円

８ 有明町野井倉 1121-2（吉村） 原野 550.00㎡ 2,060,000 円

９ 有明町野井倉 1121-3（吉村） 原野 550.00㎡ 2,000,000 円

10 有明町野井倉 1121-4（吉村） 原野 580.00㎡ 2,100,000 円



④⑤

⑦

予防接種についてのお知らせ  

■問い合わせ先： 保健課　保健対策係　℡：474-1111（内線 164・167）

「薬物及び銃器取締強化期間」における、水際取締り強化のお知らせ

ファスティングへの道 ～カラダの中から健康に～ 講演会のお知らせ
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⑥ 路線バスダイヤ改正のお知らせ

　鹿屋バス停留所の新ターミナル完成と、垂水フェリーの接続改善のため、平成 26 年 10 月１日から路線バスのダ
イヤ改正が行われました。それに伴い、志布志市内を発着する路線バスについても発着時刻が変更になりました。

【変更点】
　志布志市内を運行するバスの発着時刻が約１～ 10 分変わります。便によっては今までより早く発車しますので、
お乗り遅れのない様にご注意ください。変更時刻についての詳細は各バス停に掲載されています。電話でのお問い

合わせや、インターネット検索も可能です。また、市内バス路線マップを市
役所や観光案内所等で配布していますので、ご利用ください。

■問い合わせ先：
●三州自動車㈱　鹿屋営業所　℡：0994-65-2258
●市役所企画政策課　企画調整係　℡：474-1111（内線 256）
●時刻表検索インターネットアドレス　http://qbus.jp/time/

　

税
関
で
は
、

従
来
か
ら
覚
醒

剤
、大
麻
な
ど

の
不
正
薬
物
及

び
拳
銃
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
社
会

悪
物
品
の
密
輸

阻
止
の
た
め
、

警
察
、
海
上
保
安
庁
等
と
連
携
し
て

水
際
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
税
関
で
は
、
平
成
26
年
10
月

１
日
（
水
）
か
ら
10
月
31
日
（
金
）

ま
で
を
「
薬
物
及
び
銃
器
取
締
強
化

期
間
」
と
し
て
、
社
会
悪
物
品
に
対

す
る
水
際
取
締
り
を
更
に
強
化
す
る

と
と
も
に
、
税
関
の
役
割
に
つ
い
て

広
く
市
民
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
、

ご
理
解
と
密
輸
情
報
提
供
等
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

密
輸
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　

海
港
や
旅
行
先
な
ど
で
、
不
審
な

貨
物
や
人
物
を
見
か
け
た
、
不
審
な

会
話
を
耳
に
し
た
な
ど
の
情
報
が
あ

れ
ば
、
税
関
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　

０
１
２
０
‐
４し

ろ
い

６
１
‐
９く

ろ
い

６
１

で
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
■ 問い合わせ先：長崎税関  鹿児島税関支署  志布志出張所　℡：472-1689

　きれいで健康的な身体を手に入れたい！と、今、女性やプロのスポーツ選手を中心に話題

となっている「ファスティング」。ファスティングは、食を断ち、内臓を休めることで、身体

の中に溜まった有害な毒素を排出し、体の不調な部分を修復するリセット法。「心身改善３つ

の掟」と「ファステイング」で、心身ともに健康的な身体を目指してみませんか？

講師：植屋 浩幸先生
大阪府枚方市にて、整体院

「スリーバランス」を開業。

10 年以上にわたり、姿勢・

食育・心のケアなどを研究。

大阪ファスティングダイ

エット協会会長

◆日時：① 11 月 15 日（土）  ② 12 月 6 日（土） 10：00 ～ 12：00    ※両日とも講演会の内容は同じです。

◆場所：国民宿舎　ボルベリアダグリ

◆料金：2,000 円（昼食 ･ 入浴込み）※昼食は、講演会限定のカラダに優しい特別メニューです。

◆申込締切：① 11 月 7 日（金）② 11 月 28 日（金）

※お申込みは、お電話で志布志市役所港湾商工課へ。定員になり次第、締切らせていただきます。

■申込み・問い合わせ先：港湾商工課　観光物産係　℡：474-1111（内線 288）

■インフルエンザ予防接種について【全市民向け】■

◆接種期間：10 月初旬から平成 27 年 2 月 28 日まで

◆助成対象者：市内に住所を有するすべての住民（志布志市に住民登録のある方）。

◆接種回数と接種方法

対象者 接種回数 接種間隔

生後6か月以上 3歳未満 2回 1回目接種後、およそ 2～ 4週あけて 2回目を接種

3歳以上 13歳未満 2回 1回目接種後、およそ 1～ 4週あけて 2回目を接種

13歳以上 1回 ―

※ インフルエンザを受けるときの注意事項：インフルエンザワクチン接種前に受けた予防接種の有無、ワクチンの種類を確認しま

しょう。最近受けたワクチンの種類が、生ワクチンの場合は 4週間以上、不活化ワクチン又はトキソイドの場合は 1週間以上の

間隔をあけて、接種してください。

◆接種場所：市内医療機関、志布志市と契約する市外の医療機関

◆自己負担額：65 歳以上は 2,000 円を除いた額、65 歳未満は 1,500 円を除いた額が自己負担となります。

■ 成人用肺炎球菌予防接種について【高齢者向け】■

　平成 26 年度 10 月 1 日から成人用肺炎球菌が定期接種に導入されました。志布志市ではインフルエンザと同

様、接種にかかる費用の一部助成をする予定です（平成 26 年 9 月 16 日現在）。

※ 肺炎球菌とは…肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。この菌は、主に気道の分

泌物に含まれ、唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎、肺炎、敗血症などの重い合併症を起こ

すことがあります。

◆ 接種対象者：平成 26 年度で 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる方、また

101 歳以上の方（60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器機能に日常生活が極度に制限されるほ

どの障がいがある方や、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に日常生活がほとんど不可能なほど障がいが

ある方も対象となります）。※対象者には個別に通知いたします。

■ 水痘 ( みずぼうそう ) 予防接種について【乳幼児向け】■

　平成 26 年 10 月 1 日から水痘ワクチン予防接種が定期接種となりました。

◆ 接種対象者：1 歳から 3 歳未満のお子様（平成 26 年度に限り、経過措置

として 3 歳から 5 歳未満のお子様も定期接種対象者となります）。

※対象者には個別に通知いたします。



志
布
志
史
跡
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
参
加
者
募
集

　

大
慈
寺
、
山
中
氏
邸
（
漆
喰
壁
の
町
屋
）、

国
指
定
名
勝
志
布
志
麓
庭
園
、
そ
の
他
市
街

地
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
、
文
化
財
の
案
内

を
い
た
し
ま
す
（
約
５
キ
ロ
程
度
）。

◆
日
時
：
11
月
16
日
（
日
）　

小
雨
決
行　

　

 

午
前
9
時
～
午
後
３
時
30
分
（
受
付
：
午

前
9
時
～
午
前
9
時
20
分
）

◆
集
合
場
所
：
市
役
所　

志
布
志
支
所

◆
参
加
料
：
１
０
０
円
（
保
険
代
）

※ 

昼
食
、
飲
み
物
等
は
各
自
で
御
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆ 

参
加
資
格
：
健
康
な
方
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
（
先
着
50
名
ま
で
）。

◆
申
込
締
切
：
11
月
７
日
（
金
）

■ 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

教
育
委
員
会　

文
化
財
管
理
室

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
3
４
３
）

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
お
手
紙

を
募
集
し
ま
す
！

　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
・

２
０
１
４
秋
の
旅
」
で
は
、
皆
さ
ま
の
こ
こ

ろ
の
風
景
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
大
募
集
し
て
い

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
を
も
と
に
、
旅

人
「
火
野
正
平
」
が
心
の
風
景
を
訪
れ
ま
す
。

◆ 

応
募
方
法
：
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
番

組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
締
切
：
11
月
４
日
（
火
）
必
着

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１　

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　

℡
：
０
３
‐
５
４
５
５
‐
７
７
４
２

　

FAX

：
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

　

http://w
w

w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

漁
船
海
難
防
止
月
間
で
す

　　

10
月
１
日
（
水
）
～
10
月
31
日
（
金
）
は

「
漁
船
海
難
防
止
月
間
」
で
す
。

　

南
九
州
海
域
は
好
漁
場
で
漁
業
活
動
が
盛

ん
で
す
が
、
多
数
の
一
般
船
舶
が
行
き
交
う

海
域
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
海
域
で
は
、
漁

船
海
難
が
後
を
絶
た
ず
毎
年
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
は
官
民
一

体
と
な
っ
て
漁
船
海
難
防
止
強
調
運
動
を
展

開
し
、
悲
惨
な
海
難
の
撲
滅
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
漁
労
に
際
し
て
は
、「
見
張
り
徹
底
」、

「
気
象
・
海
象
情
報
の
入
手
」、「
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
常
時
着
用
」
を
遵
守
し
、
安
全
な
操

業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
海
上
保
安
署

　

℡
：
4
７
２
‐
４
９
９
９

「
志
布
志
国
家
石
油
備
蓄
基
地
」
を
見

学
し
ま
せ
ん
か
！

　

当
基
地
で
は
見
学
申
込
み
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
石
油
備
蓄
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

い
方
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
社
担
当

者
が
同
行
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

広
告

Information＆

Event
お知らせ

Shibushi
Information

見逃せない情報がいっぱい！

募　
　

集

◆
見
学
時
間
：
月
曜
～
金
曜（
祝
日
除
く
）  

　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午
後
４
時               

※ 

他
の
利
用
状
況
等
に
よ
り
お
受
け
で
き
な

い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

所
要
時
間
：
30
分
～
1
時
間
程
度
（
見
学

内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆ 

申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
前
日

ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）　

◆ 

申
込
内
容
：
見
学
希
望
日
時
、
氏
名
・
団

体
名
、
人
数
、
交
通
手
段
（
バ
ス
、
自
家

用
車
）
な
ど　
　
　

■ 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
石
油

備
蓄
㈱ 

志
布
志
事
業
所 

総
務
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
６
３
‐
７
５
１
１

　

FAX
： 

０
９
９
４
‐
６
３
‐
７
５
１
０

　

HP
：http://w

w
w

.shibushi.co.jp/

鹿
児
島
矯
正
展

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
刑
務
所
で
作
業
す
る
受
刑
者
の
円
滑

な
社
会
復
帰
支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◆ 

日
時
：
10
月
25
日（
土
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
・
26
日（
日
）
午
前
9
時

30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

◆
場
所
：
鹿
児
島
刑
務
所

◆ 

内
容
：
パ
ネ
ル
、
作
品
展
示
等
に
よ
る
所

内
生
活
な
ど
の
紹
介
や
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
製
作
・
革
小
物
製
作
の
刑
務
作
業
体
験
、

作
業
製
品
の
展
示
即
売
な
ど

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
刑
務
所

　

℡
：
０
９
９
５
‐
７
５
‐
２
０
２
５

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

次
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
、
無
料
相
談

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
：

●
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

●
税
金
に
関
す
る
こ
と

●
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

●
登
記
に
関
す
る
こ
と　
　

な
ど

◆
日
時
：
11
月
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
：
鹿
屋
市
役
所  

６
階
会
議
室

◆ 

相
談
員
：
弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
司
法
書
士

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

●
県
庁  

建
築
課  

管
理
係

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
０
７

●
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
２
‐
７
１
１
１

交
通
事
故
に
係
る
弁
護
士
相
談

　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
弁

護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆ 

日
時
：
11
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
～
午

後
３
時

◆ 

相
談
場
所
：
県
交
通
事
故
相
談
所  

鹿
屋

支
所
（
大
隅
地
域
振
興
局
内
）

◆
相
談
料
：
無
料

◆
申
込
期
限
：
11
月
19
日
（
水
）
ま
で

※ 

な
お
交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
相
談
は
常

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

● 

相
談
時
間
：
月
曜
～
木
曜
（
祝
日
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

●
相
談
方
法
：
面
接
・
電
話
、
郵
便
等

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
県
交
通
事
故
相
談
所  

鹿
屋
支
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加

入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
災
保
険
は
業
務
上
の
事
由
又
は
通
勤
に

よ
る
労
働
者
の
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
死
亡

等
に
関
し
て
被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す

お
知
ら
せ

広
告
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話
し
な
が
ら
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
：
11
月
29
日
（
土
）
９
時
～
17
時

◆
対
象
：
20
歳
～
40
歳
の
独
身
男
女

　

各
20
人　

計
40
人

◆ 

内
容
：
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
等
を
行
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。

◆
開
催
場
所
：
香
月
地
区
公
民
館 

他

◆
申
込
期
限
：
11
月
14
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
７
）

十
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。

　

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
適
正
な
生
活

環
境
や
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

取
引
に
つ
い
て
届
出
制
（
事
後
）
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆ 

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
つ
い
て
売

買
等
の
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
届
出
が
必

要
で
す
。

●
都
市
計
画
区
域
：
5
千
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
外
：
1
万
㎡
以
上

◆ 

届
出
方
法
：
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締

結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内
に
、

土
地
の
所
在
す
る
役
所
の
国
土
利
用
計
画

法
担
当
窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

■
問
い
合
わ
せ
先
：
建
設
課　

用
地
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
６
８
）

共
同
墓
地
・
共
同
納
骨
堂
の
水
道
料

金
補
助
の
申
請
は
お
済
で
す
か

　　

市
内
の
共
同
墓
地
・
共
同
納
骨
堂
の
水
道

料
金
の
う
ち
基
本
料
金
の
２
分
の
１
を
助
成

す
る
補
助
事
業
の
申
請
を
７
月
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で

な
い
管
理
者
等
の
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
環
境
課 

環
境
政

策
室  

環
境
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

魚
屋
さ
ん
の
料
理
教
室
開
催
！

　　

様
々
な
料
理
と
し
て
食
卓
に
あ
が
る
お
魚

で
す
が
、
自
分
で
魚
を
さ
ば
く
機
会
は
な
か

な
か
無
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
室
で
は
市
内
の
魚
屋
さ
ん
の
指
導
の
下
、

水道修繕当番店

◆松山地区

10 月  佐藤建設  ℡ 487-2049

11 月  半下石建設  ℡ 487-8706

◆志布志地区

10 月７日～ 10 月 13 日 　崎田建設　　　℡ 473-0050

10 月 14 日～ 10 月 20 日 　志布志水道　　℡ 472-3540

10 月 21 日～ 10 月 27 日 　山本組　　　　℡ 472-1101

10 月 28 日～ 11 月３日 　宮崎水道　　　℡ 472-1081

11 月４日～ 11 月 10 日 　高吉組　　　　℡ 472-0721

11 月 11 日～ 11 月 17 日 　崎田建設　　　℡ 473-0050

11 月 18 日～ 11 月 24 日 　志布志水道　　℡ 472-3540

◆有明地区

10 月５日～ 10 月 11 日 　山中水道 ℡ 474-1440

10 月 12 日～ 10 月 18 日 　有徳設備 ℡ 475-1596

10 月 19 日～ 10 月 25 日 　池崎建設 ℡ 475-2068

10 月 26 日～ 11 月１日 　郡山工業 ℡ 475-0008

11 月２日～ 11 月８日 　西江建設 ℡ 474-2113

11 月９日～ 11 月 15 日 　山中水道 ℡ 474-1440

11 月 16 日～ 11 月 22 日 　有徳設備 ℡ 475-1596

11 月 23 日～ 11 月 29 日 　池崎建設 ℡ 475-2068

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

る
た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困
難

と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の

生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
給
付
を
行

う
も
の
で
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
今
す
ぐ
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
労
働
保
険
事
務
組
合
へ
の

委
託
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

●
鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

● 

大
隅
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅
）

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

花
か
ご
し
ま
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
４

　

県
民
の
緑
化
活
動
を
推
進
し
、
県
民
協

働
に
よ
る
花
・
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
輪
を
広
げ
る
事
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

県
内
の
県
立
公
園
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
10
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

の
日
程
で
鹿
屋
市
吾
平
町
に
あ
る
大
隅
広

域
公
園
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
テ
ナ

ガ
ー
デ
ン
等
の
展
示
会
、
園
芸
教
室
や
押

し
花
作
り
等
の
体
験
教
室
、
郷
土
芸
能
や

ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

大
隅
地
域
の
食
べ
物
を
集
め
た
食
の
祭
典

な
ど
、
多
彩
な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
県
立
大
隅
広
域
公
園

管
理
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
８
‐
５
１
９
７

登
記
相
談
の
予
約
制
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
管
内
の
登
記
相
談

に
つ
い
て
は
、
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

◆
相
談
日
：
月
・
水
・
金
（
祝
日
を
除
く
）

■ 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
地

方
法
務
局　

曽
於
出
張
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
４
７

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー 　

 

志
布
志

　

日
本
で
1
番
「
志
」
が
多
い
ま
ち
、
志

布
志
。
こ
の
志
布
志
市
で
食
事
を
し
た
り

沢田 知可子
クリスマスコンサ　ト

自主文化事業・創年市民大学特別講座

12月23日

志布志市文化会館

火

【開場】１３:３０【開演】１４:００

■志布志市志布志町志布志 2238-1 ℡.472-3050

『会いたい』が「21 世紀に残したい泣ける名曲」第 1位に。『gift』が「生き
る力を与えるメッセージソングとして社会貢献している」と高い評価を受け、
人間力大賞厚生労働大臣奨励賞を受賞。「魂を癒すヴォイスヒーリング」「生
きる力」などをテーマに全国で「歌セラピーライヴ」を展開中。

全席
自由 1,000円（税込）

■お問い合わせ 志布志市文化会館 ℡.099-472-3050（午前８時 30分～ 17 時 月曜日・月曜祝日の翌日は休館日）

　　　　　　　　　　　創年市民大学  やっちくふれあいセンター  志布志市文化会館  志布志市役所本庁売店
　　　　　　　　　　　㈱島津  サンポートしぶしアピア  三昧堂  くにみ書店  リナシティかのやプレイガイド

10 月 18 日発売開始 !
※未就学児は入場できません

トーク＆コンサート　絆を育てよう “心と躰に優しい歌薬を”
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頑張れ！スポーツ少年団

松山バレーボールスポーツ少年団

★ Team Deta:

　●競技種目：バレーボール

　●団員数：７人

　●練習日：水・木

　　＠城山運動公園体育館

　●代　表：永田 めぐみ

　週２回の練習に励む子どもたち。

　勝つ喜びや、負ける悔しさを経験しながら成長し

ていく姿は本当にたくましく感じます。

　興味のある方は、気軽に見に来てください。

　　　　　　■問い合わせ先：

　　　　　　　 ●出水 香織　℡：090-3733-4662

あめんぼう水泳クラブ

★ Team Deta:

　●競技種目：水泳

　●団員数：3 1 人

　●練習日：火・水・金

　　＠市屋内温水プール

　●代　表：徳重 弓子

　私たちあめんぼう水泳クラブは志布志内外の様々

な小・中学校から児童が集まり、17 時～ 19 時まで

練習しています。興味のある方はぜひ体験に来てく

ださい！待ってます♪

　　　　■問い合わせ先：

　　　　　●育成会長　松田　℡：090-7464-0798

尾野見バレーボールスポーツ少年団

★ Team Deta:

　●競技種目：バレーボール

　●団員数：19 人

　●練習日：火・木・金

　　＠尾野見小・泰野小体育館

　●代　表：中西 浩二

　今年で創設 31 年目を迎える歴史あるバレーボー

ルチームです。尾野見小学校と泰野小学校の生徒で

活動しています。中西監督を中心に、週 3 日の練

習に励んでいます。

　　　　　　　　■問い合わせ先：

　　　　　　●中西 浩二　℡：487-9364

地
元
の
旬
の
魚
を
使
い
、
魚
を
さ
ば
い
て
料

理
し
、
お
い
し
く
食
べ
る
ま
で
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
30
日
（
日
）
10
時
か
ら
13
時

◆
対
象
者
：
市
内
在
住
の
方

◆ 

定
員
：
15
名
（
初
参
加
者
優
先
及
び
先
着

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◆
参
加
費
用
：
５
０
０
円
（
材
料
代
等
）

◆
開
催
場
所
：
志
布
志
地
区
公
民
館

◆
申
込
期
限
：
11
月
11
日
（
火
）

※
申
込
み
は
電
話
で
お
願
い
し
ま
す　
　

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
耕
地
林
務
水
産
課　

林

務
水
産
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

「
男
女
共
同
参
画
講
演
会
」
の
開
催

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
の
到

来
や
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
、
市
民
と
行
政

が
特
色
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

◆ 

テ
ー
マ
：「
と
も
に
暮
ら
し
、
と
も
に
創

る
新
た
な
活
力
あ
る
地
域
」
※
入
場
無
料

◆
日
時
：
10
月
25
日
（
土
）
９
：
30
～
12
：
00

◆
場
所
：
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
：
中
嶋 

玲
子 

氏
（
元
杷
木
町
長
）

■ 
問
い
合
わ
せ
先
：
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

　
「
秋
」
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」、「
芸
術
の
秋
」、

「
食
欲
の
秋
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
様
々
な

秋
を
賑
や
か
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
季
節
で

す
。
特
に
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
い
え
ば
、
各

学
校
や
地
域
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
運
動
会
。
例

年
な
ら
ば
「
絶
好
の
秋
日
和
の
中
で
…
」
と
開

口
一
番
、
開
会
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年

は
夏
か
ら
の
天
候
不
順
で
、
ど
ち
ら
の
運
動
会

で
も
関
係
者
の
方
は
空
模
様
に
悩
ま
さ
れ
、
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
「
小
雨
決
行
」
の
判
断
を
さ
れ

た
小
・
中
学
校
で
は
、
そ
ぼ
降
る
雨
の
中
で
の

運
動
会
と
な
り
、
皆
さ
ん
「
本
降
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
」
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
と
い
う
と
、
少
々

の
雨
な
ど
平
気
な
様
子
。
む
し
ろ
そ
れ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
精
一
杯
の
競
技
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
改
め
て
「
志
布
志
の
子
ど
も
た
ち
っ
て

凄
い
な
」
と
感
動
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
志
布
志
港
の

木
材
の
輸
出
が
数
量
、
価
格
と
も
に
４
年
連
続

日
本
一
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
２
位
の
宮
崎
県
細
島
港
に
大
き
く
差
を

つ
け
て
の
１
位
で
す
。
輸
出
先
は
中
国
・
台
湾
・

韓
国
で
、
今
後
も
中
国
を
中
心
に
さ
ら
に
増
え

て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
木
材
の
輸
出
が
急
激
に
増
加
し

て
き
た
の
は
、
曽
於
地
区
森
林
組
合
、
都
城
地

区
森
林
組
合
、
南
那
珂
森
林
組
合
が
連
携
し
て

木
材
輸
出
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が
奏
を
効
し
て

成
果
が
出
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
林
業
」
は
近
年
、
資
源
の
見
直
し
、
経
営

の
合
理
化
、
最
新
鋭
の
機
械
投
入
等
、
こ
れ
ま

で
の
イ
メ
ー
ジ
と
様
変
わ
り
し
た
経
営
環
境
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
自
ら
の
経

営
環
境
を
変
え
る
と
共
に
、
積
極
的
に
輸
出
開

拓
を
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
し
い

結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

志
布
志
港
は
「
輸
入
」
に
お
い
て
は
順
調
に

伸
び
、
国
内
で
も
有
数
の
飼
料
貿
易
港
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
「
輸
出
」
に
お
い
て
は

品
目
の
開
拓
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
輸
出
も
順
調
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
曽
於
地
区
森
林
組
合

に
お
か
れ
て
は
業
務
拡
大
に
伴
う
新
規
雇
用
も

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
独
身
男
性
の
若
手
職
員

が
増
え
て
お
り
、
そ
の
方
々
を
対
象
と
し
た
組

合
独
自
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
森
人
プ
ロ
ポ
ー
ズ

大
作
戦
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ

た
り
現
場
体
験
や
ゲ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

し
、
カ
ッ
プ
ル
も
誕
生
し
た
よ
う
で
す
の
で
、

ゴ
ー
ル
イ
ン
で
き
る
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
が
続
い
て
い

る
中
、
人
口
増
の
た
め
の
様
々
な
婚
活
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
が
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
も
、
青
年
団
の
方
々
が

11
月
に
、
商
工
会
青
年
部
が
来
年
２
月
に
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
ら
れ
る
方
や
、
お
知
り

合
い
の
方
で
対
象
に
な
り
そ
う
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
声
か
け
し
て
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

広
告

広
告
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松 山 地 区
実 施 日 場 所 時 間

10月 21 日

（火）

新橋地区公民館裏 9：00～ 9：30

泰野地区公民館 9：40～ 10：10

尾野見地区公民館 10：20～ 10：50

有 明 地 区
実 施 日 場 所 時 間

10月 22日

（水）

伊﨑田青少年館 9：30～ 9：50

市役所下畜産指導センター 10：10～ 10：30

蓬原青少年館 10：50～ 11：10

通山青少年館 11：30～ 11：50

農村研修センター（宇都鼻） 13：00～ 13：20

原田青少年館 13：40～ 14：00

野神青少年館 14：20～ 14：40

山重青少年館 15：00～ 15：20

◆ 注射手数料および新規登録手数料
● 登録済みの犬：3,400 円　　● 新規登録の犬：6,400 円

　　　　　　　（登録手数料 3,000 円＋注射手数料 3,400 円）

※ 狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には、登録と年１回の狂犬病
予防注射が厚生労働省令で義務付けられています。登録済みの犬がすで
に死亡している場合は、そのまま台帳に残りますので、必ず市役所まで
届け出をしてください。犬の飼い主が変わった場合や、転入・転出をさ
れて犬の移動があった場合も届け出が必要です。

※注射の際は個別通知書を必ずお持ちください。

狂犬病予防集合注射（２回目）を実施します

志 布 志 地 区
実 施 日 場 所 時 間

10 月 23日

（木）

八野構造改善センター 9：10～ 9：20

長岡商店前 ９：30～ 9：40

西横尾下公民館 ９：50～ 10：00

旧天神ドライブイン前 10：10～ 10：20

旧職業安定所 10：30～ 10：40

南国輸送㈱（杉原養鶏場付近） 10：50～ 11：00

平川商店 ( 清水 ) 11：10 ～ 11：20

大田食堂（一丁田） 11：30～ 11：40

10 月 24日

（金）

旧農協田之浦事業所 ９：10～９：20

専念寺前 ９：30～９：40

ひばり保育園横 9：50～ 10：00

大迫公民館 10：10～ 10：20

公設市場駐車場 ( 大原 ) 10：30～ 10：40

文化会館駐車場 10：50～ 11：00

山宮神社 11：10 ～ 11：20

運動公園 ( メインスタンド前） 11：30～ 11：40

表の日程で狂犬病集合注射（２回目）を実施します。なお、今回対
象の犬は、生後 91 日以上で狂犬病予防注射を本年度まだ接種して
いない犬です。
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市
報
し
ぶ
し
　
10

月
号

平
成

26
年

10
月

９
日

発
行

編
集
後
記

　

朝
夕
日
を
追
う
ご
と
に
涼
し
く
な
り
、

秋
ら
し
い
気
候
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。体

調
を
崩
し
や
す
い
季
節
の
変
わ
り
目
で

す
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。▼
こ
の
10
月
号
は
、私
が
広
報
の
担

当
に
な
っ
て
記
念
す
べ
き（
？
）30
冊
目

で
す
。こ
れ
ま
で
30
人
の
キ
ラ
リ
青
春
を

撮
影
し
、30
人
の
元
気
や
っ
ど
の
お
話
を

伺
い
、30
人
の
小
中
学
生
に
題
字
を
書
い

て
も
ら
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん

特
集
や
ま
ち
の
話
題
の
取
材
で
も
そ
れ

は
多
く
の
方
に
お
会
い
し
、取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。▼
市
報
を
形
に
す

る
の
は
私
1
人
で
す
が
、そ
の
中
身
を
充

実
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
市
民

の
皆
さ
ん
で
す
。市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
多
く
の
ネ
タ
が
集
ま
り
、毎
月「
市

報
し
ぶ
し
」は
世
に
送
り
出
さ
れ
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
読
ん
で
楽
し
い
見
て
楽

し
い
市
報
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
國
重
）
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志布志市　暮らしのカレンダー　10月・11月

10 月

10 日 金

●特設人権相談
　（10：00 ～ 15：00 本庁別館Ａ会議室）
●夜の飲食街フェア 2014 ※１

　（11 月 16 日（日）まで  飲食街フェア参加加盟店）

11 日 土

12 日 日
●防災講演会
　（10：00 ～ 市文化会館）

13 日 月
14 日 火

15 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

16 日 木

●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  伊﨑田公民館）
●行政相談 
　（13：00 ～ 16：00  志布志支所５Ｆ会議室）

17 日 金
18日 土

19日 日
●伊﨑田相撲
　（12：20 ～  伊﨑田小学校相撲場）

20日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

21 日 火

●法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

22 日 水

●合同行政相談 
　（10：00 ～ 15：00  松山支所２Ｆ会議室）
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

23 日 木
24日 金
25日 土

26日 日

●健康づくり推進大会
　（9：00 ～  やっちくふれあいセンター）
●新酒まつり
　（10：00 ～ 16：00 若潮酒造）

27 日 月

28 日 火
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  子育て支援センターはぐくみランド）

29 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

30 日 木

31 日 金
●ミニミニ運動会
　（10：00 ～ 12：00  はぐくみランド前 鉄道公園）

10 月・11 月の行事予定

 ● げんき市【丼や和華のとなり】
　  毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

 ● 戌の市【宝満寺公園】
　  10 月 18 日、10 月 30 日
　  11 月 11 日、11 月 23 日

 ● そば処ちんたら庵【国道 269 号線沿】
　・火曜日（そば）
　・日曜日（野菜等販売）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 17 ページをご覧ください】

※１　フェア参加加盟店等詳しい内容については市観光特産品協会 ℡：472-8028までお問い合わせください。

※２　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。

※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。

11 月
１日 土

２日 日

３日 月

４日 火

●法律相談 ※３

　（13：00 ～ 15：00  本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

５日 水

●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

６日 木

７日 金

８日 土
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【前夜祭】
　（18：00 ～　松山城山総合公園）

９日 日
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【本祭】
　（8：45 ～　松山城山総合公園）
●秋の全国火災予防運動（11 月９日～ 11 月 15 日）

10 日 月

11 日 火

12 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

13 日 木

14 日 金

15 日 土

16日 日

17 日 月

18日 火

●法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所１Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

19 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）


